
～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容
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〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
令和元年１１月１日から、一般（特定）貨物自

動車運送事業に関する各種申請・届出の審
査基準が変わります。 など

情報ボックス
アンガーマネジメント講習会のご案内
令和元年度物流セミナーの案内
 など

巻頭
第15回ベストエコドライブ・コンテストを開催！

TOPICS
令和元年度第4回理事会
令和元年度第4回正副会長会
令和元年度第5回正副会長会及び第4回総務委

員会合同会議
令和元年度第3回人財・広報特別委員会 など
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 ●10トンカーゴ部門入賞者

ベストエコドライブ・コンテストを通し、トラックドライバーに求められる高度な運転技能と専門的
な運転知識の向上を図り、他の模範となることで、ベストエコドライバーとしての自覚と誇りを持たせ、
業界を挙げた交通事故防止活動と日常的なエコドライブの推進に資する。 筆記試験、実科試験(安全運転、省エネ運転及び課題運転)の合格基準をクリアした49名を「ベストエコ

ドライバー」として登録し、認定証を授与することにしており、第１回からの認定者は627名となりました。

（１）学科試験
（２）開会式

会長挨拶
来賓祝辞

・九州運輸局鹿児島運輸支局次長
　國村　利広　様
・鹿児島県警察本部交通部長
　吉國　修一　様

かごしまトラックガール委嘱状交付
（３）実科試験

安全・省エネ運転　約1.8㎞
課題運転

（４）交通事故防止セミナー（Ｇマーク加点対象研修)
（５）閉会式

講評
成績発表
表彰

●協会長表彰
(１０トンカーゴ部門･４トンカーゴ部門は第５位まで、
１０トンダンプ部門･女性部門は第３位まで)

●南九州交通共済協同組合理事長賞
  (各部門第１位のみ)

閉会挨拶

目  的

日  時

内 容

場  所
10トンカーゴ部門………19名
10トンダンプ部門……… 6名

4トンカーゴ部門 ………20名
女性部門 ………………… 4名  参加者数

認 定 者

第１位 鈴木　裕一 マルイ運輸㈱

第２位 小園　拓三 富士運送㈱

第３位 牧　　誠二 ㈱肥後産業

第４位 岩瀬　克行 日通鹿児島運輸㈱

第５位 千代薗　広美 ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店

氏　名 事業所名

 ●10トンダンプ部門入賞者

第１位 田中　優作 南薩砂利㈱

第２位 先立　英司 マルイ運輸㈱

第３位 中島　史裕 南薩砂利㈱

氏　名 事業所名

 ●女性部門入賞者

第１位 大脇　央代 ㈱ＪＡ物流かごしま

第２位 吉山　直美 ㈱ＪＡ物流かごしま

第３位 中岡　真理子 安全産業㈱

氏　名 事業所名

 ●４トンカーゴ部門入賞者

第１位 帖地　博文 ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店

第２位 前田　駿児 日本通運㈱鹿児島支店

第３位 大徳　信雄 日通鹿児島運輸㈱

第４位 上口　友和 出水運輸センター㈱

第５位 重留　伸也 ㈱肥後産業

氏　名 事業所名

令和元年11月9日(土) 運転技能向上センタ―

第15回
ベストエコドライブ・   コンテストを開催！

―４9名をベストエコドライバーとして認定―
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第15回
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―４9名をベストエコドライバーとして認定―

●10トンカーゴ部門 [19名]

牧　誠二 前野　秀芳 鈴木　裕一 千代薗　広美 山下　勉

㈱肥後産業 ㈲今吉運輸 マルイ運輸㈱ ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店 田代運送㈱

小園　拓三 成政　裕樹 上檔　昭一 岩瀬　克行 小村　翔

富士運送㈱ セイコー運輸㈱ ㈱ブルーハイウェイエクスプレス九州 日通鹿児島運輸㈱ ㈲今吉運輸

松元　晃一 北村　隆 市川　浩康 牛鼻　健 迫　和弘

㈱ユタカ産業 丸和運送㈱鹿児島支店 出水運輸センター㈱ 田代運送㈱ ㈱共進組

深水　修 山﨑　裕一郎 尾前　俊幸 棈松　慎也

富士運送㈱ 安全産業㈱ システム物流㈱ 鹿児島荷役海陸運輸㈱

●10トンダンプ部門 [６名]

先立　英司 中島　史裕 松下　一郎 泊　辰朗 平佐田　和行

マルイ運輸㈱ 南薩砂利㈱ 永田重機土木㈱ ㈱新中建設 ㈱外薗運輸機工

田中　優作

南薩砂利㈱

●４トンカーゴ部門 [20名]

古田　力男 西中間　司 城山　博至 松元　大樹 藤原　治樹

中川運輸㈱ ㈱エーシーネットワーク しみず運送㈱鹿児島支店 高千穂倉庫運輸㈱鹿児島支店 安全産業㈱

有馬　健志郎 下村　富岳 平﨑　博文 上村　建太 上口　友和

日本通運㈱鹿児島支店 ㈱ランテック鹿児島支店 丸和運送㈱鹿児島支店 ㈱山川物流 出水運輸センター㈱

藏前　毅 坂口　新一 諏訪田　博 前田　駿児 大徳　信雄

安全産業㈱ ㈱ランテック鹿児島支店 しみず運送㈱鹿児島支店 日本通運㈱鹿児島支店 日通鹿児島運輸㈱

崎元　知治 重留　伸也 竹山　剛 森　英彰 帖地　博文

㈱グローバルライン ㈱肥後産業 ㈱エーシーネットワーク マルイ運輸㈱ ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店

●女性部門 [４名]

中岡　真理子 吉山　直美 植村　玲梨 大脇　央代

安全産業㈱ ㈱ JA 物流かごしま ㈱外薗運輸機工 ㈱ JA 物流かごしま ＜敬称略＞
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
令和元年度第４回理事会

令和元年11月22日（金）

ホテル・レクストン鹿児島

令和元年度第４回正副会長会 令和元年11月14日（木）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

理事 18 名、監事 2 名、顧問 1 名、オブザーバー 2 名が出席し、下記事項について協議・
報告しました。

（決議事項）
・上半期の事業概要報告について
・上半期の監査報告について
・役員改選及び規程の一部改正に

ついて
・地域支部未加入者への加入要請

について

（報告事項）
・主要事業報告について
・会員の入退会について
・各種助成金について
・令和元年度九州運輸局長表彰に

ついて
・「鹿児島マラソン 2020」開催

に伴う交通規制について
・委員会報告

上記事項は全て、出席理事全員一致で承認されました。

正副会長 4 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・当面の諸課題について

上記事項について協議を行い、総務委員会に提出することとなりました。

4



TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

月 日

場 所

場 所

令和元年度第５回正副会長会及び　
第４回総務委員会合同会議

令和元年度中間監査

令和元年11月14日（木）

令和元年11月13日（水）

鹿児島県トラック研修センター

鹿児島県トラック研修センター

令和元年度
第３回人財・広報特別委員会

令和元年11月26日（火）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

委員・支部長 14 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・総務委員会所管の令和元年度事業経過報告に

ついて
・総務委員会所管の令和 2 年度事業の検討につ

いて
・その他委員会所管事業の事業経過報告及び令

和 2 年度事業の検討状況について
・地域支部未加入会員への加入要請について
・役員改選に伴う規程の改正について
・令和元年度第 4 回理事会に提出する議題について

上記協議事項については、次回理事会に提出することとなりました。

■内容
監事 5 名が出席し、今年度上半期の監査

を実施しました。
事業内容及び会計帳簿関係計算書類の監

査の結果、適正に処理されていると判断さ
れ、次回の理事会で報告することとなりま
した。

委員 8 名が出席し、下記事項について協議・報告しました。

（協議事項）
・令和元年度事業計画及び経過報告につい

て
・合同就職説明会について
・令和 2 年度事業の検討について

上記協議事項について、次回理事会に提出
することとなりました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

第51回全国トラックドライバー・コンテストが開催されました
令和元年10月26日（土）～ 27日（日）、表彰式：28日（月）

自動車安全運転センター安全運転中央研修所（茨城県ひたちなか市）
表彰式：第一ホテル東京（東京都港区）

■目　的
事業用トラックドライバーに求められる高度な運転技能と、関係法令及び車両構造等に係

る専門的な知識を競い、他の模範となることで、社会的責務を担うトラックドライバーとし
ての自覚と誇りを持たせ、業界を挙げた安全意識の高揚と交通事故防止活動の推進に資する。

■参加者
4 トン部門・11 トン部門・トレーラ部門・女性部門　計 150 名

■本県出場選手
4 ト ン 部 門	 池　田　賢　人　選手	（九州西濃運輸㈱加治木支店）
11 トン部門	 中　原　拓　郎　選手	（日本通運㈱鹿児島支店）
トレーラ部門	 山　内　祐　作　選手	（システム物流㈱本社営業所）
女 性 部 門	 馬場園　五　月　選手	（ヤマト運輸㈱鹿児島主管支店）

■コンテスト概要
第 1 日…実科競技（運転技能・点検）・学科競技（法規・構造機能・運転常識）
第 2 日…実科競技（運転技能）
第 3 日…表彰式

出場選手の皆さんは健闘されましたが、惜しくも入賞を逸しました。

九州西濃運輸㈱　加治木支店　池田　賢人（4トン部門）

今回2回目にしてやっと県大会優勝を勝ち取り、全国トラックドライバー・
コンテストへ出場することができました。
県代表として恥ずかしくない結果を出すべく鋭意努力して参りましたが、
全国大会の結果としましては1,000点満点中949点で全国18位という結果
でした。

全国大会へ向けて私なりに努力を積み重ねて参りましたが、まだまだ私の努力が足りなかっ
たのだと痛感しております。
残念な結果ではありましたが、各県代表の選手達と運転技能や専門的な知識を競い合うこと

で乗務職として貴重な経験ができました。
切磋琢磨することで、より普段の業務に対する安全意識の向上、他者への思いやりのある運
転ができるようになったと思っております。全国大会へはもう一度挑戦できるので、今回の経
験と悔しさをバネにし、次回は必ずや優勝できるように更なる努力を致します！！
今回、応援や支援してくださった会社の皆、家族、トラック協会の方々、そしてトラックド

ライバー・コンテストで競い合った仲間達、全ての皆様に感謝しております。
本当にありがとうございました。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

日本通運㈱　鹿児島支店　中原　拓郎（11トン部門）

ヤマト運輸㈱　鹿児島主管支店　馬場園　五月（女性部門）

システム物流㈱　本社営業所　山内　祐作（トレーラ部門）

今回、第51回トラックドライバー・コンテストに11トン部門から出場さ
せていただきました。初めての出場で全くどのようなものか分かっていませ
んでしたが、職場の先輩や出場経験のある同僚に色々と助言してもらい、大
会に臨むことができました。
大会では全国からトラックドライバー・コンテストに出場するために集まっ

た選手、応援のために来た人々など普段とは違った環境での運転で大変緊張しました。あの場
で本来の力を出すのは相当の練習とメンタルの強さが必要だと感じました。また、学科でのミ
スが致命的になると思いました。
結果は残念なものでしたが、この年齢になってこのような全国規模の大会に出場できたのは

とても良い経験になりました。一緒に練習した仲間や大会での経験は一生の宝物になると思い
ます。
最後になりますが、第51回トラックドライバー・コンテストに出場するにあたり多くの方々

に応援していただきありがとうございました。もう一度出場するチャンスがありますので、また
出場し今度は悔いの残らぬよう精一杯頑張り、表彰式で一番最後に名前を呼ばれるよう努めた
いと思います。

この度、第51回全国トラックドライバー・コンテストに参加し、終わって
思ったことは、まず悔しかった事です。
前年より少しでも良い成績を、入賞を目標に強い意気込みを持って大会に

臨みましたが、その場に思った以上に緊張し実力を十分に出し切れなかった
ように様に思います。

しかし、学科、実科ともに前年より良い成績を残す事が出来たので、その結果には満足して
います。私は二度大会に参加させていただいて、安全運転に対する意識、技術、知識など大
きく向上できた、成長出来たと思います。
そして、この経験を今後の仕事に活かし、また職場のみんなに伝えていきたいと思います。
最後に、この大会に参加させていただき誠にありがとうございました。また、多くの方々に
サポートしていただき感謝しています。
これから参加される人達には、自分以上に成果を出してもらい、私が成し得なかった入賞を
勝ち取ってもらえるよう期待しています。

今回初めて全国トラックドライバー・コンテストにトレーラ部門で出場さ
せていただきました。
全国トラックドライバー・コンテストという大舞台のプレッシャーと緊張

で自分の思ったように上手くいかないことばかりでした。
結果としては残念でしたが、この大会を通してたくさんのものを得ること

ができました。この大会で学んだことなどを普段の業務で活かして今まで以
上に努力したいと思います。

7



TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

令和元年度安全性優良事業所九州
運輸局長表彰を２事業所が受賞

令和元年10月30日（水）

福岡合同庁舎新館

荷主と運送事業者のためのトラック運転
者の労働時間短縮に向けたセミナー

令和元年10月31日（木）

かごしま県民交流センター

月 日

場 所

令和元年度安全性優良事業所九州運輸局長表彰式が、10 月 30 日（水）福岡合同庁舎新館
で執り行われ、下記の事業所が受賞されました。なお、この賞を受けることができる事業所は、
安全性優良事業所の認定を連続して 10 年以上取得し、その中で特に優れた取組を実践してい
る事業所に授与されます。

・㈱松下運輸　本社営業所
・福岡航空燃料輸送㈱　鹿児島営業所

■セミナー内容
・「ホワイト物流」推進運動について
　鹿児島運輸支局
　首席運輸企画専門官　輸送・監査担当　末吉　博昭　氏

・改正労働基準法のポイントについて
　鹿児島労働基準監督署
　第 2 方面主任監督官　山口　大輔　氏

・�荷主と運送事業者の協力による取引環境と
長時間労働の改善に向けたガイドライン
の説明

　株式会社富士通総研
　コンサルタント　亀廼井　千鶴子　氏
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所

物流出前講座（薩摩川内市立可愛小学
校、鹿児島市立本名小学校）

令和元年11月５日（火）、26日（火）

薩摩川内市立可愛小学校、
鹿児島市立本名小学校

環境出前講座
（志布志市立松山小学校）

令和元年11月12日(火)

志布志市立松山小学校

月 日

場 所

■受講者
薩摩川内市立可愛小学校　5 年生 110 名
鹿児島市立本名小学校　　5 年生 36 名

■講座内容
物流をテーマに青運会が主体と

なって開催しました。
教室では、ブロイラーを題材に鶏

舎から食卓に並ぶまでの授業を行
い、トラックの仕事内容を通じ物流
の重要性を理解してもらいました。

また校庭では、トラックの仕組み
や構造上の特性などを理解してもら
うため、大型トラックを持ち込み、運転席からの死角体験、車両の説明（タイヤ数 , 燃料タ
ンク , エアサス等）、荷台への乗車を体験してもらいました。

■目的
県ト協が取り組んでいる「菜の花プロジェク

ト」の活動等を紹介するとともに、誰でもすぐ
に取り組むことが可能な環境保全活動の広報・
教育を行うこと。

■受講者
5 年生　14 名

■内容
地球温暖化に関する説明と自分たちに出来る身近な環境保全活動について、プロジェク

ターを使い、映像を交えながらの講座を行いました。環境に関するクイズが出題されると子
ども達は元気に回答していました。

また、廃食油を精製したバイオディーゼル燃料で走る車両を持ち込み、マフラーから出る
排気ガスのにおいを嗅ぐという体験をしてもらいました。

■感想
・地球温暖化が進んでほしくないと強く思った。そのため、水の出しっぱなしや電気のつけっ
ぱなしに気をつけて生活したいと思った。
・地球温暖化を防ぐためにできることで、ふだんの生活でできていないことに気付いた。
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

月 日

場 所
公明党政策要望懇談会

令和元年11月11日（月）

城山ホテル鹿児島

過労死防止等・健康起因事故防止
セミナー

令和元年11月14日（木）、15日（金）　

北薩摩地区研修センター、
鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

■出席者
〇公明党

石田祝稔政務調査会長、遠山清彦財務副大臣、成尾信春県本部代表　他

〇鹿児島県トラック協会
中村利秋会長、鳥部敏雄副会長、中島純和副会長、加納潤一副会長

■要望事項
1．県内道路網の整備促進等
2．�トラック運送事業用自動車特別割引

制度の創設
3．物流に配慮した高速道路料金の確立
4．燃料価格の高騰対策の実施
5．トラック運転免許取得に関する改善
6．�鹿児島県の長距離輸送を維持するた

めの支援

■参加者
北薩地区研修センター　　　　　23 社 26 名
鹿児島県トラック研修センター　62 社 74 名

■講師
陸上貨物運送事業労働災害防止協会
　　安全管理士　田畑　裕司　氏
公益社団法人全日本トラック協会
　　交通・環境部課長　吉田　将一　氏
鹿児島産業保健総合支援センター
　　小田原　努　氏

■内容
・過労死等の実態について
・過労死等防止計画について
・ドライバーの健康管理等について
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TOPICS
トピックス ［先月のお知らせ掲示板］

令和２年度安全性評価事業申請に向けた説明会

■開催場所等
鹿児島地区（鹿児島県トラック研修センター）
月　日　令和元年 11 月 18 日（月）　出席者　13 社 15 名

大隅地区（大隅地区研修センター）
月　日　令和元年 11 月 19 日（火）　出席者　 9 社 11 名

北薩地区（北薩地区研修センター）
月　日　令和元年 11 月 19 日（火）　出席者　 9 社 10 名

■目的
安全性評価事業（G マーク）のさらなる普及・拡大

■内容
令和 2 年度安全性評価事業の更新事業所及び新規

申請予定事業所を対象に説明会を開催しました。

・安全性評価事業の概要について

・申請までのスケジュール

・項目別判断基準について
・必要書類の説明　他 

合同就職説明会事前説明会 令和元年11月26日（火）

鹿児島県トラック研修センター

月 日

場 所

■目的
令和 2 年 2 月に実施する合同就職

説明会を効果的なものとするため、
当日までの準備や当日の流れと対応
等について事前説明を実施。

■出席数
41 名

■内容
・説明会の概要について
　講師：㈱あつまるホールディングス大分支店　支店長　坂本　光浩  氏
・質疑応答

■その他
公益財団法人産業雇用安定センターのご紹介
講師：公益財団法人産業雇用安定センター　野添　博利  氏
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お知らせ掲示板

令和元年１１月１日から、
一般（特定）貨物自動車運送事業に関する
各種申請・届出の審査基準が変わりました

12



お知らせ掲示板
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お知らせ掲示板

平成 30 年 12 月に改正された貨物自動車運送事業法により、令和元年 11 月 1 日から、
事業用自動車の増車を行う場合は、この宣誓書の添付が必要となります。
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お知らせ掲示板

本年 9 月以降、大分市内生石の高架でのトラックの事故が多発しています。
列車の運行に支障が生じた場合は損害賠償請求される可能性もありますので、事故防止に

協力をお願いします。

鉄道橋への衝撃事故防止のお願い
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お知らせ掲示板

貨物自動車運送事業法の一部改正に伴う
関係通達の一部改正等について
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お知らせ掲示板

本年八月十三日から九月二十四日までの間の暴風雨及び豪雨により、佐賀県及び千葉県地
域等において、また、本年十月十一日から同月十四日までの間の暴風雨及び豪雨によって、
岩手県、宮城県、福島県、茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、千葉県、東京都、神奈川県、
新潟県、山梨県、長野県及び静岡県において重大な被害が生じているところです。これに伴
う取引上の影響も、被災地域の親事業者、下請事業者と取引のある全国の親事業者、下請事
業者に広がる可能性があります。

つきましては、国土交通大臣及び経済産業大臣の連名により、経営基盤の弱い中小企業者・
小規模事業者に対する影響を最小限とするため、親事業者に対する下記要請がありましたの
でお知らせします。

1．�親事業者においては、今回の暴風雨及び豪雨の発生を理由として、下請事業者に一方的
に負担を押し付けることがないよう、十分に留意すること

2．�親事業者においては、今回の暴風雨及び豪雨によって影響を受けた下請事業者が、事業
活動を維持し、又は今後再開させる場合に、できる限りの従来の取引関係を継続し、あ
るいは優先的に発注を行うよう配慮すること

令和元年八月十三日から九月二十四日及び十月十一日から同月十四日までの間の
暴風雨及び豪雨により影響を受けている下請中小企業との取引に関する配慮のお願い
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お知らせ掲示板

第1　目　的
日々の国民生活や経済活動を支える基盤である輸送機関等の「安全・安心」の確保は不可欠であるが、

特に大量の輸送需要が発生し、輸送機関等に人流・物流が集中する年末年始は、ひとたび事故等が発生し
た場合には大きな被害となることが予想される。

特に昨今、乗員の飲酒問題や公共交通機関の信頼を失いかねない事故等が発生している。国土交通省に
おいては、これまでに発生した事故や豪雨、台風等による輸送障害といった近年の輸送情勢も踏まえ、事
業者への指導強化などの安全施策の取組を実施し、事故等の再発防止を推進してきたところである。引き
続き、陸・海・空にわたる輸送機関等における安全確保及び事故防止の徹底を図るためには、これらに加
えて、事業者における自主的な安全への取組を強化することが引き続き重要であることから、経営トップ
を含む幹部の強いリーダーシップの下での自主点検等を実施し、安全意識を向上させる必要がある。

また、テロの脅威は先進国を含めて世界各地に拡散し、最近のテロの対象として、警備や監視が手薄で
不特定多数が集まる、いわゆるソフトターゲットが標的になる傾向があるなどテロ情勢は一層厳しさを増
している。こうしたテロの脅威が高まる中で、我が国においては、令和 2 年にオリンピック・パラリンピッ
ク東京大会の開催を控えている。本年のラグビーワールドカップで得られた教訓を活かしつつ、さらなる
対応力の向上が図られるよう、テロ対策の実施状況についても、併せて点検を実施し万全を期する必要が
ある。さらに、新型インフルエンザ対策については、平成 25 年 4 月に新型インフルエンザ等対策特別措
置法が施行され、同法に基づき政府及び国土交通省等の行動計画が策定されている。これらを踏まえ、運
送事業者を含む事業者等は、対策の着実な実施に努める必要がある。

このため、「年末年始の輸送等に関する安全総点検」を実施する。

第2　期　間
令和元年 12 月 10 日（火）〜令和 2 年 1 月 10 日（金）

第3　重点点検事項
今年度の総点検においては、以下の 4 点の点検に特に留意する。
1．�安全管理（特に乗務員の健康状態、過労状態の確実な把握、乗務員に対する指導監督体制）の実施状況
2．�自然災害、事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況
3．�テロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ発生時の通報・連絡・

指示体制の整備状況及びテロ発生を想定した訓練の実施状況
4．�新型インフルエンザ対応マニュアル、事業継続計画の策定状況、対策に必要な物資等の備蓄状況及び

職場におけるうがい・手洗い等感染防止対策の周知・徹底状況

第4　点検事項
（1）軽井沢スキーバス事故を踏まえた貸切バスの安全対策の実施状況
（2）�運行管理（飲酒運転・過労運転、健康起因事故の防止、点呼の実施、運転者に対する指導監督）及び

整備管理（車両の日常点検整備、定期点検整備等）の実施状況（特に大型自動車の脱輪事故防止対策
及びスペアタヤ等の定期点検実施状況）

（3）コンテナ輸送における安全対策の実施状況
（4）バスターミナル、自動車道及び一般トラックターミナルの保守点検の実施状況
（5）自然災害・事故等発生時の乗客等の安全確保のための通報・連絡・指示体制の整備・構築状況
（6）�テロ防止のための警戒体制の整備状況や乗客等の安心確保のための取組、テロ発生時の通報・連絡・

指示体制の整備状況及びテロ発生を想定した訓練の実施状況
（7）新型インフルエンザ対策の実施状況

第5　実施要領
事業者は、総点検最高責任者を選任し、点検表に基づき、事前に十分な計画を定めて自主的に点

検を実施する。

第6　報　告
（1）�令和 2年 1月 10日（金）までに、その結果（安全上の問題点等が判明し、事業者自ら改善すること

ができた事例等がある場合、総点検に対する経営トップを含む幹部の取組状況も併せて併記）を同封
の点検表に記入し、鹿児島県トラック協会へ FAX（099-261-3113）で返送してください。

令和元年度　年末年始の輸送等に関する安全総点検
～事故防止等に関する安全点検及びテロ対策等の点検～
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お知らせ掲示板

令和元年度年末年始の交通事故防止運動
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お知らせ掲示板

運行管理者等基礎講習の案内
平成 31 年度運行管理者等基礎講習が下記のとおり開催されます。
※運行管理者試験を受験する方は、本講習の申込とは別に（公財）運行管理者試験センターへの受験の申

請手続きが必要になります。

平成 27 年度より、基礎講習修了証に「旅客」、「貨物」を明示するようになりましたので、予約の際は、希望の
業種に間違いのないよう確認してください。運行管理者試験の受験資格についても、旅客・貨物の試験区分に応じた
基礎講習を修了した者と改訂されていますので注意してください。

☆実施機関：自動車事故対策機構
１．開催日時及び場所

開催日 会　場 所在地
1 月 21 日（火）～ 1 月 23 日（木） 鹿児島県市町村自治会館 4 階大ホール 鹿児島市鴨池新町 7-4

講習時間
1 日目　10:00 ～ 17:00 2 日目　10:00 ～ 17:00 3 日目　10:00 ～ 15:30

※受付時間　（初日）午前9時～午前9時 50分まで　　（注）講習を修了するためには、3日間全ての出席が必要です。
２．申込み方法

①インターネット予約（申込みは令和元年10月 11日（金）から開始）
NASVA ホームページ「http://www.nasva.go.jp/」から「講習の予約はこちらから」へ進み、申込み後は、必ず「講

習予約確認書」を印刷し、講習初日の受付時に提出してください。
②インターネット以外の手続き（申込みは令和元年11月 1日（金）から定員に達するまで）

鹿児島支所まで連絡（099-213-7250）ください。「基礎講習受講予約申込書」を FAX します。必要事項を記入し、
郵送（切手を添付した返信用封筒を添えて）にて申込みください。後日「講習予約確認書」が返送されてきますので、
講習初日の受付時に提出してください。なお、システムの仕様により、インターネット予約優先となります。
注：申込は先着順で受け付けており、定員になり次第、申込みを締め切ります。　締め切り：令和2年 1月 14日（火）

３．携行品
（1）「講習予約確認書」　　　（2）受講料8,900円（税込）（※初日の受付時に現金で徴収します。）
（3）写真1枚　縦 3.0cm ×横 2.4cm（既に手帳の交付を受けている方は必要ありません）
（4）運行管理者等指導講習手帳（既に手帳の交付を受けている方）　　　（5）筆記用具等

４．講習修了証書等の交付
　3日間の基礎講習を全て受講し、試問の結果が一定基準に達した方に、運行管理者等指導講習手帳（講習修了の証明）
と、修了証書を交付します。

5．その他
（1）駐車場に限りがありますので、できるだけ公共交通機関の利用か、乗合せて来場ください。（県庁には駐車できません。）

☆実施機関：みゆき学園
1．開催日時及び場所

開催日 会　場 所在地 定員
1 月 27 日（月）～ 29 日（水） 警友自動車学校 都城市都北町 7333 80 名

講習時間
1 日目　10:00 ～ 17:00 2 日目　10:00 ～ 15:00 3 日目　10:00 ～ 17:00

※受付時間　（初日）午前9時 30分～午前9時 50分　　（注）講習を修了するためには、3日間全ての出席が必要です。
２．申込み方法

けいゆう自動車学校ホームページ「http://www.keiyu-ds.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」へ進み、受講申込書
をダウンロードして、必要事項を記入の上、FAX または郵送で㈱みゆき学園交通安全教育センターまでに申込みください。
送付いただいた受講申込書に「受講受付印」を押印しFAXで返信します。講習実施日の1週間前までに必着でお願いします。

３．携行品
（1）本人確認書類（運転免許証等）　　　（2）受講料8,900円（税込）（※初日の受付時に現金で徴収します。）
（3）写真１枚　縦 3.0cm ×横 2.4cm（既に手帳の交付を受けている方は必要ありません）
（4）運行管理者等指導講習手帳（既に手帳の交付を受けている方）　　　（5）筆記用具等

４．受講時のご注意
（1）�受講当日は開始時間に遅れないようにお越しください。遅刻された場合、受講が出来ません。
（2）申込み後に受講者の変更又はキャンセルの場合は必ず事前に連絡してください。
（3）駐車場に限りがありますので、できるだけ乗り乗り合せて来場ください。
（4）�全てのカリキュラムを受講された方に対し、修了証を交付します。一部欠席等があると修了証の発行はできず、料

金の返金もできません。

【問合せ及び申込書送付先】
独立行政法人自動車事故対策機構鹿児島支所	 株式会社みゆき学園　交通安全教育センター
〒890-0062　鹿児島市与次郎2-4-35 KSC鴨池ビル5F	 〒885-0004 都城市都北町7333
TEL：099-213-7250　FAX：099-213-7252	 TEL：0986-38-1001 FAX：0986-38-0908
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お知らせ掲示板

運行管理者等一般講習の案内

※講習の対象者
（1）運行管理者に選任されている方のうち、平成 30 年度に受講していない運行管理者
（2）初めて選任届出をした運行管理者
（3）死者又は重傷者を生じた事故（自動車事故報告規則第 2 条第 3 号に掲げる事故）を起こした

営業所又は、輸送の安全確保違反をして行政処分を受けた営業所の運行管理者
（4）運行管理者の補助者及びその他受講を希望される方

○実施機関：自動車事故対策機構
１．講習日時及び実施場所

開  催  日 対象業態 会場 所在地 申込受付日

2 月 13 日 ( 木 ) 貨物 川内文化ホール 薩摩川内市若松町 3 − 10
インターネット：10 月 15 日

郵送：11 月 1 日
締め切り：2 月 3 日

※�平成27年 1月より「貨物」、「旅客」のいずれの講習を受講したか、講習手帳に明示しています。つきましては、
「貨物」の方は必ず上記日程で受講してください。
【受付時間】9:00～ 9:45　【講習時間】9:45～ 16:00

２．申込み方法 (インターネットによる予約が必要です。)
・インターネットの予約申込を優先します。
・�インターネット環境のない方は、自動車事故対策機構鹿児島支所まで連絡してください。申込書を送

付しますので、必要事項を記入の上、受付期間内に郵送（返信用封筒を添えて）にて申込みください。
【ナスバのホームページアドレス　　「http://www.nasva.go.jp」】
※先着順に受付しますので、早めに申込みください。

３．講習の手数料
　1 名　3,200円（消費税を含む）　※鹿児島県トラック協会会員事業者の方は、全額助成

４．当日必要なもの
　（1）予約確認書（ネット予約の方）
　（2）運行管理者等指導講習手帳
　　　（手帳を持っていない方は、写真 1 枚　無帽・正面 3 分身・縦 3.0cm ×横 2.4cm）

○実施機関：みゆき学園
１．講習日時及び実施場所

開　催　日 対象業態 会　　場 所在地 定員
1 月 18 日（土） 貨物 宮ト協 研修会館 宮崎市恒久 1 丁目 7 − 21 120 名
1 月 25 日（土） 貨物 鹿ト協　トラック研修センター 鹿児島市谷山港 2 丁目 4-15 100 名

【受付時間】9:30～ 9:50　　【講習時間】10:00 ～ 16:00

２．申込み方法
けいゆう自動車学校ホームページ「http://www.keiyu-ds.co.jp/」から「運行管理者等指導講習」へ

進み、受講申込書をダウンロードして、必要事項を記入の上、FAX または郵送で㈱みゆき学園交通安
全教育センターまで申込みください。送付された受講申込書に「受講受付印」を押印し FAX で返信し
ます。講習実施日の 1 週間前までに必着でお願いします。

３．講習の手数料
　1 名　3,200円（消費税を含む）　※鹿児島県トラック協会会員事業者の方は、全額助成
４．当日必要なもの

　（1）運行管理者等指導講習手帳
　　　（手帳を持っていない方は、写真 1 枚　無帽・正面 3 分身・縦 3.0cm ×横 2.4cm）
　（2）本人確認書類（運転免許証等）

【問合せ及び申込書送付先】
独立行政法人自動車事故対策機構鹿児島支所	 株式会社みゆき学園　交通安全教育センター
〒890-0062　鹿児島市与次郎2-4-35 KSC鴨池ビル5F	 〒885-0004　都城市都北町7333
TEL：099-213-7250　　FAX：099-213-7252	 TEL：0986-38-1001　　FAX：0986-38-0908
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お知らせ掲示板

整備管理者「選任前」研修の案内

整備管理者「選任前」研修が下記の通り実施されます。受講該当者及び受講希望者は、
別紙 の受講申込書（事前申込）に必要事項等を記入の上、1月 7日（火）【厳守】までに、

FAX （下記参照）で鹿児島県トラック協会に申込みください。

注1：受講された方は、再度受講の必要はありません。

注2：整備士の資格を持っている方は、受講の必要はありません。

記

1．日　　時

令和2年 1月 15日（水）13時 30分から 17時 00分

2．場　　所

鹿児島県トラック研修センター
　　　　　　　　（鹿児島市谷山港 2 丁目 4 － 15）

3．定　　員

100 名（定員になり次第、締切とします）

4．研修内容

①整備管理者制度の趣旨、目的について

②整備管理者の法定業務について

③その他

5．そ の 他　

①受講者は当日「運転免許証」等本人確認が出来るものを持参ください。

②研修受講者には、修了証明書が交付されます。

③�駐車場については、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港 2 丁目 4 － 1）に駐車ください。
研修会場には駐車できません。

【問合せ】
（公社）鹿児島県トラック協会 適正化事業課 
TEL 099－210－9498　FAX 099－262－5500
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お知らせ掲示板
◆整備管理者「選任前」研修受講申込書◆
記入例 ●　●　運　送　株　式　会　社　▲　▲　営　業　所　等

会社名 営業所
連絡先

（担当・TEL）
担当者名（　　　　　　　　　　　　　　　　　）
TEL（　　　　）　　 －　　　　・FAX（ 　　　）　　 －

（氏名）ふりがな

受講者名 ※正確な氏名を記入してください。例：高→髙・浜→濵等々

生年月日 昭和・平成　　　年　　　月　　　日

住　　所
※「現住所」を記入してください。

開催日・開催場所 受　講　時　間
令和 2 年 1 月 15 日（水）

鹿児島県トラック研修センター 13 時 30 分〜 17 時 00 分

●身分証明（自動車運転免許証等）の写し貼付スペース
※�修了証明書の交付時に氏名・住所・生年月日等正確に確認するため下記又は別紙に添付の
上、申込をお願いします。

運転免許証（写し）等添付

１．個人情報保護法に基づく個人情報の利用目的等について 
・��本申込における個人情報の収集は鹿児島運輸支局及び鹿児島県トラック協会以外の第三者へ

の提供・開示は一切ありません。 
・�この申込で得た個人情報は、受講者名簿作成及び修了証明書交付、その他付帯する業務に利用

し細心の注意と最大限の努力をもって保護・管理を行います。 
注1：受講については「 事前 」に申込み必要です。申込期限は1月7日（火）まで。（申込厳守）

注2：「整備士」の資格を持っている場合は、受講の必要はありません。

注3：現在整備管理者として選任されている場合は、受講の必要はありません。 

別紙



お知らせ掲示板

整備管理者「選任後」研修の案内

◆重要◆事前申込が必要です。

　整備管理者に対する研修が下記のとおり実施されます。整備管理者に選任されている方は、

2 年に一回の研修受講の義務がありますので必ず受講をお願いします。

　選任されている方とは、鹿児島運輸支局へ選任届出をしている方のことです。

開催日時 開催場所 受講対象 定　員

令和 2 年 1 月 9 日（木）
鹿児島県トラック研修センター

（鹿児島市谷山港 2 丁目）
トラック 100 名

令和 2 年 2 月 20 日（木）
鹿児島市民文化ホール

（鹿児島市与次郎 2 丁目 3 番 1 号）
全事業者 200 名

※�鹿児島県トラック研修センターで受講される方は、鹿児島運輸支局構内（鹿児島市谷山港 2 丁
目 4-1）に駐車してください。

※鹿児島市民文化ホールで受講される方は、駐車場料金 200 円がかかります。

※定員になり次第、締切とします。

■研修時間

　13時 30分〜 17時 00分　（受付13時 00分〜）

■受講対象者
1．平成 30 年度の整備管理者選任後研修終了以降、新たに選任された者

2．平成 30 年度に受講しなかった者

3．受講を希望する者

※�整備主任者研修、自動車検査員研修の受講免除は平成 27 年度より廃止されていますので、整備
管理者に選任されている方は必ず受講してください。

■その他
1．整備管理者手帳・研修受講証をお持ちの方は、持参してください。
　 なお、お持ちでない方は、研修受講証を交付します。

2．�事前の申込が必要です。別紙申込書に必要事項を記入の上、受講希望日の 1 週間前まで
に FAX（099-262-5500）ください。

3．鹿児島県トラック研修センターには駐車できません。

4．テキスト代は、無料です。
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お知らせ掲示板

◆整備管理者「選任後」研修受講申込書◆
（ふりがな）

会 社 名

営業所名

営業所住所

申込責任者

連 絡 先
電 話　　（　　　　　　　）－　　　　　　－
FAX　　（　　　　　　　）－　　　　　　－

受講者氏名
（ふりがな） 生年月日 現在の職名

（○印をする） 受講希望日

（　　　　　　　　　）
昭・平　　年　  月　 日

1. 整備管理者
2. 補助者
3. その他

月　　日

（　　　　　　　　　）
昭・平　　年　  月　 日

1. 整備管理者
2. 補助者
3. その他

月　　日

（　　　　　　　　　）
昭・平　　年　  月　 日

1. 整備管理者
2. 補助者
3. その他

月　　日

（　　　　　　　　　）
昭・平　　年　  月　 日

1. 整備管理者
2. 補助者
3. その他

月　　日

（　　　　　　　　　）
昭・平　　年　  月　 日

1. 整備管理者
2. 補助者
3. その他

月　　日

1．個人情報保護法に基づく個人情報の利用目的等について
・�本申込における個人情報の収集は鹿児島運輸支局及び鹿児島県トラック協会以外の第三

者への提供・開示は一切ありません。
・�この申込で得た個人情報は、受講者名簿作成及び修了証明書交付、その他付帯する業務に

利用し細心の注意と最大限の努力をもって保護・管理を行います。

【問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課
TEL：099-210-9498　FAX：099-262-5500

別紙



お知らせ掲示板

全日本トラック協会が標記調査報告を取りまとめました。
詳細は、全日本トラック協会ホームページで確認してください。

業況判断指数（日銀短観 9 月調査）は米中貿易摩擦の長期化など、世界経済の減速が続くなか、
大企業・製造業は 3 期連続で悪化し、2013 年 6 月調査以来の低水準となった。

こうしたなか、令和元年 7 月〜 9 月期のトラック運送業の景況感は、運賃・料金の水準はプラ
ス圏で推移、「一般貨物」、「宅配以外の特積貨物」では消費税率引上げによる駆込み需要を背景に
輸送数量が改善し、その結果、営業収入及び営業利益、経常利益が改善基調となったことから、業
界の景況感は▲ 27.3 となり、前回（▲ 30.3）から 3.0 ポイント改善した。

なお、今後の見通しは、消費税率引上げによる駆込み需要の反動減の影響から輸送数量が減
少、さらに人件費の上昇圧力及び燃料コスト負担増を背景に、経常利益を押下げる予想を受け、▲
43.4（今回▲ 27.3）と 16.1 ポイント悪化する見込みである。

全日本トラック協会では、「正しい運転、明るい輸送運動表彰」を下記の基準により表彰を行っ
ています。

表彰基準を確認し、鹿児島県トラック協会へ推薦してください。

1．表彰基準
①本運動期間中（令和元年11月 16日〜令和2年 1月 10日）に無事故であり、かつ本運動を含む

歴年の一年間に傷害以上の大きな事故を起こさなかった従業員および事業所（車両の損壊、作業事
故、交通事故等すべてを事故とみなし、歴年とは 1 月 1 日から同年 12 月 31 日までをいう。）

②本運動期間中に本運動の目標に沿う事項に関し、関係当局、地方公共団体あるいは荷主から、感謝
もしくは表彰された従業員および事業所もしくは団体

③荷役機械、自動車部品および作業方法等の発明、考案もしくは改良を行い、事業経営の改善向上に
寄与した者

④人命救助、重大事故もしくは危険物の事故防止に功績のあった者
⑤その他、事業経営の改善向上、交通事故防止、作業安全およびサービス向上等に関し、著しく功績

のあった従業員および事業所もしくは団体

2．表彰定数
　鹿児島県の定数　　　事業所　1　　従業員　2 人

3．提出書類
①事業所表彰　　推薦者名簿（様式 1）
②従業員表彰　　推薦者名簿（様式 1）、運転免許証のコピー、委任状

※�上記書類は鹿児島県トラック協会ホームページの「お知らせ」よりダウンロードいただくか、
電話にて問合せください。

4．提出期限
　令和2年 1月 30日（木）

【問合せ及び提出先】
〒891－0131　鹿児島市谷山港2－4－15
　公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課　TEL：099－261－1167

「トラック運送業界の景況感（速報）
令和元年7月〜9月期」の調査報告

正しい運転・明るい輸送運動表彰の案内
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お知らせ掲示板

鹿児島県信用保証協会からのお知らせ
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お問合せ   （公社）鹿児島県トラック協会　TEL：099-261-1167



お問合せ   （公社）鹿児島県トラック協会　TEL：099-261-1167

（公社）鹿児島県トラック協会　宛

FAX:099-261-1169

アンガーマネジメント講習会参加申込書
※女性職員やドライバーの方も是非ご参加ください。

会社名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

参加者氏名

ご連絡先

TEL

FAX

【問合せ】
（公社）鹿児島県トラック協会　経理課
　TEL：099-261-1167
　FAX：099-261-1169

（公社）鹿児島県トラック協会・（公社）鹿児島県トラック協会女性部会　共催





公益社団法人鹿児島県トラック協会主催　

令和元年度物流セミナー 参加申込書

セミナープログラム

１３：００ 開　　場  

１４：００ 開　　会 主催者あいさつ
　( 公社 ) 鹿児島県トラック協会　会長

１４：１０ 第１部 鹿児島県トラック協会の取組みについて

１４：３０ 第２部
講演
　演　題：混迷強まる世界の中で日本の生きる道
　講　師：岡本　行夫氏（外交評論家）

１６：００ 閉　　会

会社名  参加者数

申込者氏名

＊複数の場合は代表者の方をご記入ください

名

ご連絡先

住所

TEL

◆日　時：令和 2 年 2 月 3 日（月）　14：00 〜 16：00

◆場　所：鹿児島市民文化ホール　第 2 ホール

【申込み・問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会
総務企画課
ＴＥＬ：０９９－２６１－１１６７
ＦＡＸ：０９９－２６１－１１６９



鹿児島県トラック協会役員（理事）
立候補受付のお知らせ

協会では、令和 2 年度の役員改選に当たり役員（理事）の立候補者を受け付けるこ
ととしましたのでお知らせします。

1．立候補を受付ける役員名
　公益社団法人鹿児島県トラック協会　理事

2．役員（理事）改選数
　定款の定数 20 名　　現在の理事数 19 名

3．選任された役員（理事）の任期
　令和 2 年度定時総会の日より 2 年間

4．立候補資格
定款第 5 条アに定める普通会員（県内において貨物自動車運送事業を営む者（支店、

営業所を含む。）」で、次に定める要件を全て満たす者。
①令和 2 年 4 月 1 日現在で満 70 歳未満の者。
②令和 2 年 4 月1日現在で代表権を有する者又は県外本社の指定代表者の届出のある者。
③立候補受付日において会費滞納がない者。
④当協会の会員 20 名以上の推薦が受けられる者。
（推薦者は、推薦日現在で代表権を有する者又は県外本社の指定代表者の届出のある
者で会費滞納がない者。）

5．立候補方法
6 の受付期間中に会長（事務局）あてに下記の書類を提出してください。
①理事立候補届出書（様式 1）
②理事立候補に関する推薦書（様式 2）
③自認書

※�上記書式は鹿児島県トラック協会ホームページからダウンロードしていただくか、
事務局へ連絡してください。

6．受付期間
令和 2 年 1 月 6 日（月）〜令和 2 年 1 月 15 日（水）
※土曜日・日曜日・休日を除く午前 9 時〜午後 5 時

7．受付場所・方法
　必要書類を鹿児島県トラック協会事務局へ持参してください。

8．問合せ・提出先
　〒 891-0131　鹿児島市谷山港二丁目 4 番 15 号

	 公益社団法人鹿児島県トラック協会　総務企画課
	 TEL：099-261-1167

◆役員選出方法◆
今回の理事の改選は、立候補者及び役員等候補選出委員会から選出された候補者

について、定時総会の承認をもって決定します。
ただし、立候補者及び役員等候補選出委員会から選出された候補者数が定款の理

事定数を超えた場合等は、選挙によって決定します。

情報
BOX
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令和元年度自家用燃料供給施設整備支援事業助成金
追加公募のお知らせ

燃料の安定的な確保に取り組む（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第
5 条（1）普通会員の（ア）に限る。）が自家用燃料供給施設の新設もしくは増設又は
増設を伴う代替（以下「増設」という。）を行う場合、その費用の一部を助成します。

1. 主な助成要件

1,000 リットル以上の軽油専用タンクの設置を伴う自家用
燃料供給施設の新設、増設又は増設を伴う代替えを行い、平成
31 年 4 月 1 日〜令和 2 年 2 月 29 日までに市町村（又は各地
区消防組合等）より危険物取扱所の完成検査済証の交付を受け、
当該設備の支払いを完了（割賦販売契約を含む。）するもの。

2. 助成対象者

（公社）鹿児島県トラック協会会員事業者（定款第 5 条（1）
普通会員の（ア）に限る。）
※�トラック運送事業協同組合及びトラック運送事業協同組合連合会

は、直接全日本トラック協会へ申請してください。
注 1）交付申請は年度内 1 施設限りとする。
注 2）�過去（平成 20 年〜 26 年度及び平成 28 〜 30 年度）に（公

社）全日本トラック協会から同事業による助成金の交付を受
けた会員事業者、協同組合・連合会は、助成対象外とする。

3. 助成金額

・軽油供給施設の新設　100万円

・軽油専用タンクの増設　　30万円
※�ただし、公募期間初日に申請が予算総額を超過した場合は、1 件

あたりの助成金額を減額する場合がある。

4. 公募期間
令和元年 12 月 2 日（月）〜 12 月 27 日（金）
※ただし、予算額（3,000 万円）に達した時点で、申請受付を終了する。

5. 申込方法 所定の申込書に必要書類を添付し公募期間内に申し込むこと。
（申込書は鹿児島県トラック協会ホームページからもダウンロードできます）

6. �申込・お問合せ先 公益社団法人鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

7. その他
その他の詳細事項は、全日本トラック協会の「自家用燃料供

給施設整備支援事業助成金交付要綱」、「自家用燃料供給施設整
備支援事業助成金交付要綱実施細目」の定めるところによる。

情報
BOX
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文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

令和元年度助成事業の案内

令和元年度【労働・安全対策事業】
区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

安全装置等導入促進
助成金

全ト協助成
対象機器 20,000 1,000

・機器価格（税抜）の1/2（上限2万円） 
・1事業者10台まで（＊Gマーク認定事業者20台まで）�
・側方視野確認支援装置�
（車両総重量7.5トン以上の事業用トラックの左側に側方カメラを
装着した場合に限る。）�
・�後方視野確認支援装置と側方視野確認支援装置両機能の一体型
の対象機器�
機器価格（税抜）の1/2（上限4万円）

上記以外の対象機器�
(後方視野確認・側方視野確認支援装置） 3,000 200 ・1台あたり取得価格（税抜）の1/2（上限3千円）�

・1事業者10台まで

衝突被害軽減ブレーキ
装置導入促進助成金

全ト協助成対象（型式）機器�
（＊国の「事故防止対策支援推進事業
（先進安全自動車（ASV）の導入に対
する支援）」の衝突被害軽減ブレーキ
装置と同一とする。）

100,000 1,000

・中型車 （＊総重量3.5トン以上、8トン未満の事業用トラック）のみ
対象�
1事業者3台まで（＊Gマーク認定事業者6台まで）�
・1台あたり装置取得価格の1/2（上限10万円）�
＊中小企業事業者に限る。�
（資本金3億円以下、常時使用する従業員の数300人以下）

ドライブレコーダ機器
導入促進助成金

全ト協選定機器
・運行管理連携型 5,000 750

・1台あたり取得価格（税抜）の1/2　上限5千円）�
・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者につい
ては、1事業者10台（上限）まで

全ト協選定機器�
・標準型�
・簡易型

3,000 400
・1台あたり取得価格（税抜）の1/2�
（標準・簡易型 上限3千円・以外の機器 上限2千円）�
・登録台数（除く：被けん引車）の30％まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）30台以下の事業者につい
ては、1事業者10台（上限）まで上記以外の機器 2,000 200

アルコール検知器
増強導入促進助成金 20,000 300 ・購入またはリース費用の1/2�

・1事業者上限2万円

適性診断機器導入
助成金 50,000 50 ・導入費用（税抜）の1/2�

・1事業者1セットまで・上限5万円

コボレーンシート導入
助成金 30,000 200 ・導入費用の1/2（税抜）（※ダンプのみ）�

・1事業者上限3万円

貨
物
自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
等
安
全
運
転
研
修
助
成
金

安全運転研修等

（特別研修）�
全ト協指定研修施設のみ�
（安全運転中央研修所、
ONGA・MIYUKI等）

各研修機
関の受講
料参照

1,800
・受講料の7割助成�
（残り3割及び交通費等は、各社負担）�
＊�ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成（交通費等各社負担）

ドライビングアカデミー
ONGA（1泊2日） 24,000

340
・受講料（4万8千円）の一部助成（2万4千円）�
＊�ただし、Gマーク認定事業所は、3万4千円助成（交通費等は、各社負担）

ドライビングアカデミー
MIYUKI（1泊2日） 20,000 ・受講料（4万円）の一部助成（2万円）�

＊�ただし、Gマーク認定事業所は、2万8千円助成（交通費等は、各社負担）

県ト協（指定）【半日】
マジオDS
空港DS

10,000 1,134 ・受講料（15,400円）の一部助成（1万円）�
＊�ただし、Gマーク認定事業所は、全額助成（交通費等は、各社負担）

初任運転者等
研修

県ト協（指定）�
マジオDS�
ドライビングアカデミーMIYUKI

4,000 700 ・受講料（9,700円）の一部助成（4千円）�
＊�ただし、Gマーク認定事業所は、6千円助成（交通費等は、各社負担）

事故・違反運転
者研修

県ト協（指定）�
マジオDS 5,000 100 ・受講料（34,600円）の一部助成（5千円）�

＊�ただし、Gマーク認定事業所は、1万円助成（交通費等は、各社負担）

運転免許取得助成金

大型免許 80,000

8,000

・会員が負担した免許取得費用（税抜）の1/2�
＊ただし、Gマーク認定事業者については、�
　大型免許　上限10万円�
　大型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
　けん引免許　上限5万円�
　中型免許（限定解除含む。）　上限5万円�
　準中型免許　上限5万円�
　準中型免許（限定解除）　上限3万円�
・1事業者2名まで�
＊ただし、Gマーク認定事業者については、3人目から�
上記助成額の半額とし、1事業者5人（上限）までとする。�
＊ただし、高等学校の新卒者の準中型免許取得（普通免許を併せて取得す
る場合は、普通免許取得の費用を除く。）については、1事業者あたりの
上限は設けない。

大型免許
(限定解除含む。） 40,000

けん引 40,000

中型免許
（限定解除含む。） 40,000

準中型免許 40,000

準中型免許
（限定解除） 25,000

令和元年度の助成事業は、下記のとおりです。
詳細は、労働・環境課又は経理課へ問合せください。

は G マーク取得事業者への優遇のある助成事業です。
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文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

令和元年度【労働・安全対策事業】
区
分 助成項目 助成額 

(単位：円）
予算額 

(単位：千円） 備　　　　　　　考

労
働
・
安
全
対
策
事
業

突
発
性
運
転
不
能
障
害
疾
患
予
防
対
策
助
成
金

睡眠時無呼吸症候群�
スクリーニング検査等�
助成金　（精密検査含む。）�
※事前申請が必要です。 
（精密除く。）

一次・二次検査 5,000 1,500

・登録台数（除く：被けん引車）50台以上の場合�
  1事業者30名まで（＊Gマーク認定事業者50名まで）�
・登録台数（除く：被けん引車）20〜 49台未満の場合�
  1事業者20名まで（＊Gマーク認定事業者30名まで）�
＊ただし、登録台数（除く：被けん引車）20台未満の場合は、�
　登録台数（除く：被けん引） まで

精密検査 10,000 50・精密検査費用 上限1万円�・1事業者2名まで

健康診断助成金�
（定期健康診断） 定期健康診断 1,500 3,000

・登録台数（除く：被けん引車）50台以上の場合�
  1事業者上限30名まで�
・登録台数（除く：被けん引車）15〜 49台未満の場合�
  1事業者上限15名まで�
＊�ただし、登録台数（除く：被けん引車）15台未満の場合は、登録
台数（除く：被けん引）まで�
【共通】�
常時選任運転者1人あたり 上限1,500円（1人につき年度1回のみ）

血圧計導入促進�
助成金

全ト協助成対象機器�
全自動血圧計(業務用） 50,000 1,000

・取得価格（税抜）の1/2　上限5万円�
・1事業所1台まで�
＊�中小企業事業者に限る。（資本金3億円以下、従業員300人以下）

脳ドック・心臓ドック検査 脳ドック・心臓ドック検査 10,000
200

・1事業者2名まで
てんかん検査 てんかん検査 5,000 ・1事業者2名まで

適性診断受診助成金

一般診断 1,200 2,714・2,400円の半額助成（1,200円）�（上限：1事業者登録車両数1.2倍まで）

初任診断 1,200 1,403・4,800円の一部助成（1,200円）
適齢診断 1,200 243・4,800円の一部助成（1,200円）

運転経歴証明書申請助成金 運転記録証明書 670 5,500 全額助成　1事業者登録車両数1.2倍まで
運行管理者等一般講習受診助成金 一般講習 3,200 3,600 全額助成

令和元年度 【環境・エネルギー対策事業】

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
|
対
策
事
業

環境対応車導入促進助成金�
※事前申請が必要です。

天然ガス車
2トン�

234,000�
4トン�

600,000
386

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
（＊Gマーク認定事業者2台まで）�
 2トン 234,000円 / 4トン 6,000,000円（＊H30年度助成額）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

ハイブリッド車
2トン�
193,000�
4 トン�
431,000

・全体（CNG・ハイブリッド）を通して1事業者1台まで�
（＊Gマーク認定事業者2台まで）�
 2トン 193,000円（＊H30年度助成額）�
 4トン 431,000円（　　　〃　　　　）�
＊国の定める価格差によって変更になる場合があります。

EMS用機器導入促進助成金 全ト協選定機器 10,000 500・1事業者 5台まで

アイドリングストップ支援
機器導入助成金

（全ト協助成対象機器）�
エアヒータ・車載バッ
テリー式冷房装置

60,000 120
（全ト協助成対象機器）�
・機器取得価格（税抜）の1/2（上限6万円）�
・1事業者1台まで　（＊Gマーク認定事業者2台まで）　　

蓄冷クーラー 20,000

200

（県ト協）・購入費用（税抜）の1/2（上限2万）�
・1事業者2台まで 

蓄熱マット（ベット）�
電気毛布 5,000

（県ト協）購入費用（税抜）の1/2（上限5千円）�
（マット・毛布）を含めて枚（台）数は登録台数（除く：被けん
引）の30％以内�
※ただし、1事業者10枚まで

エコタイヤ導入促進助成金 1,000 1,000・1本あたり 1,000 円�・1事業者 50本まで

グリーン経営認証制度促進
助成金

新規認証 30,000
400・新規認証及び更新認証あわせて�  1 事業者の申請は、1回のみとする。更新認証 20,000

令和元年度　【経営・近代化促進事業】

経
営
・
近
代
化
促
進
事
業

（＊全ト協）
自家用燃料供給施設
整備支援助成事業

新設 1,000,000 2,000 公募期間8月1日〜 10月 31日
予算額に達した場合は、その時点で申請受付を終了する。
ただし、公募期間初日に申請が予算総額を超過した際には、�
1件あたりの助成金額を減額する場合があり。

増設 300,000 300

中小企業大学校講座受講促進
助成金

中小企業大学校の定
めた研修 ー 398

短期講座：受講料の 2/3�
長期講座：受講料の 1/3（全ト協分のみ）�
※ web 研修含む�
web研修…中小企業大学校のインターネットを活用した研修�
■ただし、国、自治体、他団体から受講料の 1/3 以上の助
成を受けた場合、全ト協分のみ（1/3）助成する。

信用保証料助成金 信用保証協会 保証料 ー 200 1事業者保証料1/2（上限10万）
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令和元年度ドライバー等安全教育訓練
促進助成制度の案内

受講を希望される場合は、別紙「申込書」に必要事項を記入のうえ、申込みください。

【全ト協指定研修】
ドライビングアカデミー ONGA（福岡県）やドライビングアカデミー MIYUKI（けいゆう

自動車学校）、他施設（中部トラック総合研修センター、自動車安全運転センター安全運転中
央研修所、クレフィール湖東交通安全研修所　等）で受講ご希望の方は、鹿児島県トラック
協会まで連絡してください。

日程等詳細については、全日本トラック協会ホームページで確認できます。

◆全日本トラック協会ホームページ
　HOME ＞ 会員の皆様へ ＞ 助成制度 ＞ ドライバー等安全教育訓練促進助成制度

【県ト協指定研修】
安全運転研修、初任運転者向け、事故・違反者向けの研修を実施しています。

●初任運転者研修●

平成31年度（2019）貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金（初任運転者等）【対象研修一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残数

初
任
運
転
者
等
研
修
（
県
ト
協
）

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）
1日目：9：20〜 18：20
2日目：9：30〜 17：20
（昼食休憩含む）
【※研修実施場所】
マジオワークライセンス
スクール鹿児島校
鹿児島市卸本町6-19

初任運転者
教育研修

（2 日間）

鹿マ初 1  4月22日（月）～ 23日（火） 9,450 6,000 4,000 20

鹿マ初 2  5月20日（月）～ 21日（火） 9,450 6,000 4,000 20

鹿マ初 3  6月17日（月）～ 18日（火） 9,450 6,000 4,000 20

鹿マ初 4  7月8日（月）～ 9日（火） 9,450 6,000 4,000 20

鹿マ初 5  9月2日（月）～ 3日（火） 9,450 6,000 4,000 20

鹿マ初 6  10月21日（月）～ 22日（火） 9,700 6,000 4,000 20

鹿マ初 7  11月25日（月）～ 26日（火） 9,700 6,000 4,000 20

鹿マ初 8 2020年1月20日（月）～ 21日（火） 9,700 6,000 4,000 20 20

みゆき学園
（けいゆう自動車学校）
（都城市）
1日目：9：20〜 18：20
2日目：9：30〜 17：20
（昼食休憩含む）

初任運転者
教育研修

（2 日間）

鹿み初 1  4月24日（水）～  25日（木） 9,450 6,000 4,000 15

鹿み初 2  6月26日（水）～  27日（木） 9,450 6,000 4,000 15

鹿み初 3  7月17日（水）～  18日（木） 9,450 6,000 4,000 15

鹿み初 4  10月23日（水）～  24日（木） 9,700 6,000 4,000 15

鹿み初 5 2020年1月22日（水）～ 23日（木） 9,700 6,000 4,000 15 15

※上記の研修については、1 研修 5 名以上で実施します。
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●安全運転研修●

平成31年度（2019）貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金【対象研修一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 残枠

県

ト

協

指

定

研

修

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）

・半日コース
（平日・土曜・日曜）
10：00〜 15：00
（昼食休憩含む。）

・夜間コース
（土曜）

17：00〜 21：00
（休憩含む。）

ドライバー研修
（半日）

鹿マ 1 5月15日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 2 5月22日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 3 5月29日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 4 6月8日（土） 15,120 15,120 10,000 6

鹿マ 5 6月16日（日） 15,120 15,120 10,000 6

鹿マ 6 6月26日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 7 7月10日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 8 7月17日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 9 9月7日（土） 15,120 15,120 10,000 6

鹿マ 10 9月25日（水） 15,120 15,120 10,000 3

鹿マ 11 10月5日（土） 15,120 15,120 10,000 6

鹿マ 12 10月20日（日） 15,120 15,120 10,000 6

鹿マ 13 11月13日（水） 15,400 15,400 10,000 3

鹿マ 14 2020年1月22日（水） 15,400 15,400 10,000 3 1

空港自動車学校
（霧島市）

・半日コース
（平日・土曜・日曜）
9：00〜 14：00
（昼食休憩含む。）

ドライバー研修
（半日）

鹿く 1 5月26日（日） 15,120 15,120 10,000 3

鹿く 2 6月9日（日） 15,120 15,120 10,000 3

鹿く 3 6月22日（土） 15,120 15,120 10,000 3

鹿く 4 9月28日（土） 15,120 15,120 10,000 3

●事故・違反者研修●

平成31年度（2019）貨物自動車ドライバー等安全運転研修助成金（事故・違反運転者）【対象研修一覧（県ト協）】
研修 
区分 研修施設 研修種別 研修 

コード 日　　　程 研修
受講料

G マーク事業所 
助成額

G マーク事業所 
以外助成額 定員 備考

事
故
・
違
反
運
転
者
研
修
（
県
ト
協
）

マジオドライバーズ
スクール鹿児島校

（鹿児島市）
9：30〜 16：30
（昼食休憩含む）

事故惹起・
違反者研修
（1 日間）

マ事 実施については、研修実施先と日程 
調整を行って決定します。 34,600 10,000 5,000 1

※上記の研修については、１研修１名で実施します。

◆事前に会社（管理者等）に事故状況等について、ヒアリングを実施します。

【問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課　　TEL：099-261-1167　FAX：099-261-3113
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中央近代化基金「激甚災害融資」公募の案内

全日本トラック協会では、「令和元年 8 月 13 日から 9 月 24 日及び令和元年 10 月 11
日から同月 14 日までの間の暴風雨及び豪雨」が政令により激甚災害に指定されたことに
伴い、本災害にて被害を受けたトラック運送事業者の経営安定確保に資するため、公募要
綱に基づき「激甚災害融資」を実施します。

1. 公募融資総枠 5億円

2. 公募期間 令和元年10月 25日（金）〜　令和2年 1月 31日（金）

3. 融資推薦対象者

令和元年 10 月 17 日付け政令第 126 号及び 11 月 1 日付け政令
142 号にて、激甚災害に指定された上記災害による被害で、下記（1）
又は（2）のいずれかに該当する貨物自動車運送事業者、その共同
体及びその持ち株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調
達を行う者に限る）であって、地方ト協に加入し、株式会社商工組
合中央金庫の取引資格のある者。

（1�）上記の災害により、事務所もしくは主要な事業用資産について
全壊、半壊、その他これらに準ずる被害を受けた者。

（2�）上記の災害により運送収入又は輸送トン数について「被災後 2 ヶ
月の実績」又は「今後 2 ヶ月の見込み」が前年同期と比べ 20％
以上の減少が見込まれる者。

4. 推薦対象資金

激甚災害を受けた事業者の経営安定の確保を目的とした事業の再
建又は正常な操業維持に必要な設備資金及び運転資金

（1）設備資金
　　対象となる設備：�物流施設、福利厚生施設の整備、車両・荷役

機械の購入及びその他これらに準ずるもの。
（2）運転資金

6. 推薦融資の条件

（1）融 資 限 度	 5 千万円
（2）融 資 利 率	 取扱金融機関の所定利率による。
	 ※直近の金利（利子補給後）…0.65％（変動あり）

（3）償 還 期 間	� 10 年以内。ただし、設備資金で融資対象物件
の法定耐用年数が 10 年を下回る場合は、法定
耐用年数以内（車両購入資金は 5 年以内）

（4）据 置 期 間	 償還期間のうち 1 年以内。
（5）償 還 方 法	� 月賦、隔月賦、又は 3 か月ごとの元金均等償還

（借入期間通期にわたって一定の元金返済額）た
だし、端数は最終償還日で調整するものとする。

（6）担保・保証人	� 取扱金融機関の定めるところによる。

7. 利子補給率 年0.3％

8. 申込・問合せ先
公益社団法人鹿児島県トラック協会
　経理課　TEL：099-261-1167

9. その他
その他の事項は、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」及
び「中央近代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。
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令和元年度中央近代化基金「燃料費
対策特別融資」追加公募の案内

（公社）全日本トラック協会が利子補給を行う融資制度です。
※先着順となっていますので、早目の申込みをお願いします。
※鹿児島県ト協の「ポスト新長期規制融資」との併用も可能です。
ただし、第3期のポスト新長期融資を申し込む予定で、併用を希望の方は事前に連絡してください。

1. 公募融資枠 20億円（全ト協枠）・・・先着順

2. 公募期間

令和元年11月18日（月）から令和2年1月31日（金）…全ト協公募期間
但し、公募枠の20億円に達し次第申込みの受付を締め切る（全日本トラッ
ク協会への先着順）
※�当協会では別途公募期間を下記のとおり設定して、先着順で受付し全日本トラック協会へ推

薦いたします。但し、全日本トラック協会の公募枠に達した時点で、公募を打ち切ります。

①11/1〜 11/15　② 11/16〜 11/30　③ 12/1〜 12/15　④ 12/16〜 12/27
⑤ 1/6 〜 1/15	 ⑥1/16〜 1/31

3. 融資推薦対象者
公益社団法人鹿児島県トラック協会の会員で貨物自動車運送事業法の許可を受けた運送事業

者、その共同体及びその持株会社（傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）
であって、商工組合中央金庫（以下「商工中金」という）との取引資格のある者（予定を含む）。

4. 推薦対象資金
①�ポスト新長期規制適合車又は、平成 28年度排出ガス規制適合車で平
成27年度燃費基準を達成した車両の導入に必要な設備資金

②自家用燃料供給施設整備に必要な設備資金

5. 推薦融資の条件

（1）融資限度	 個別企業体・共同体とも2千万円

（2）融資利率	 取扱金融機関の所定利率（最優遇利率適用）による。
　※金利（利子補給後）…0.65％（令和元年 7 月 10 日時点：変動あり）

（3）償還期間	 ①車両：5 年以内　②自家用燃料供給施設：8 年以内
	 （どちらも据置期間 6 ヵ月以内）。

（4）担保・保証人	 取扱金融機関の定めるところによる。

（3）再融資の制限	 �既往の借入金が約定に基づき正常に償還されている
ものに限る。

6. 利子補給

①利子補給率　個別企業体・共同体とも　　年0.3％

②�利子補給限度額　1事業者に対する利子補給は、中央近代化基金融資総
額で2千万円を限度とする。（ただし、全額償還された融資に係る利子
補給額を除く）

7�. 推薦適否決定通
知予定日 12/20（金）　1/24（金）　2/21（金）

8. 取扱金融機関 商工中金の本支店

9. 申込方法
所定の申込書に見積書（写）を添付し公募期間内に申し込むこと。

（申込書は鹿児島県トラック協会ホームページからもダウンロードできます）

10�. 推薦通知書の有
効期限

令和 2 年 3 月末日

11�. 申込・お問合せ
先

公益社団法人鹿児島県トラック協会　経理課　TEL：099-261-1167

12. その他
その他の事項は、全日本トラック協会の「近代化基金運営要領」及び「中
央近代化基金事務取扱細則」の定めるところによる。
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令和元年度
近代化基金融資公募のご案内

文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。令和元年度

（平成３１年４月１日～令和２年３月３１日）

第43回近代化基金融資
公 募 の し お り

公益社団法人　鹿児島県トラック協会

①県ト協の公募は、原則先着順で受付けます。

②公募額を超える申込みは、全日本トラック協会に推薦します。
　融資推薦適否決定通知日も変わりますので注意してください。

③利子補給率　０．３％

鹿児島県ト協
公募期間

第3期
1.10～20

融資推薦適否
決定通知日 2月中旬

　
県ト協公募総枠超過分

全日本トラック協会へ推薦

融資推薦適否
決定通知日 2月中旬

融資対象者  公益社団法人鹿児島県トラック協会の会員及びその持株会社
　　　　　　 （傘下の貨物自動車運送事業者に係る資金調達を行う者に限る）

近代化基金融資は、運輸事業振興助成補助金をもって基金を創設し、利子補給による長期低利の

融資を推進して、トラック運送事業の近代化、合理化をはかるものです。
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【
中
小
企
業
大
学
校
人
吉
校
講
座
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
】

※申込締切日は原則、受講日の 20 日前までとなります。

※申込み状況については、事前に問合せください。

研修分野 コース No. 研修テーマ 実施期間 期  間 定員
（名）

受講料
（税込 / 円）

34 九州・沖縄経営者塾【人吉教室】	 【トップセミナー②】 2020.  3.  6 ～   3.  7 2 日間 35 16,000

35 次世代トップリーダー養成講座【知識・スキル向上編】	【後継者 ･ 幹部育成シリーズ②】 2020.  3.11 ～   3.13 3 日間 20 31,000

29 チームマネジメント力強化講座	 【管理者能力強化シリーズ ⑥】 2020.  1.14 ～   1.16 3 日間 35 31,000

33 利益・資金計画策定講座	 【財務管理シリーズ ③】 2020.  2.18 ～   2.20 3 日間 35 31,000

31 実践で学ぶ！営業計画のつくり方	 インターバル 2020.  2.  6 ～   2.  7
2020.  3.10 ～   3.11

4 日間 
（2 日間 ×2 回）

35 35,000

財
務

管
理

販
売
・

マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ

企
業
経
営
・

経
営
戦
略

組
織
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

業界における経営管理者層の資質の更なる向上を図り、経営基盤の一層の強化を目指す観点から、会員
事業者の経営者・管理者等を対象に、中小企業大学校において実施される経営戦略等の講座を受講された
場合、受講料の３分の２または 3 分の１を助成します。ただし、国、自治体、他団体から受講料の 3 分の
1以上の助成を受けた場合は、3 分の 1 のみの助成となります。

●制度の対象となる講座
（１）トップのための経営戦略、経営計画等に関する講座 （２）実践的な財務管理、利益計画等に関する講座
（３）管理者のための人材育成、労務管理等に関する講座 （４）女性リーダーの能力開発等に関する講座
（５）情報化、システム構築に関する講座 （６）その他物流事業にかかわる講座
※今年度から、職場にいながら受講できる、Web研修（WEBee Campus）も助成の対象になります。

●手続きフロー

※ 1 会員からの複数の申込みも妨げませんが、申込みが多い場合は人数を調整します。（ただし、定款第
５条（1）普通会員の「イ」にあたっては、１名とします。）

※「受講申請通知書」「誓約書」「受講修了通知書」は県ト協ホームページからもダウンロードできます。

※受講修了後の助成金申請時に、中小企業大学校で記入したアンケートの（写）も提出してください。

受講料３分の２（長期講座は3分の１）を助成します！

①別紙「受講申請通知書」、「誓約書」を提出

②受講承認通知

③講座の申込み及び受講料の納付。受講

④受講終了後、「受講修了通知書」、「受講修了証書（写）」、「振
込金受取書（写）」 、 「アンケート（写）」を添えて助成金申請

⑤助成金の支払い

会員事業者

県ト協

中小企業大学校

県ト協

中小企業大学校受講促進制度の案内
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「ドライバー求人情報サイト」開設の案内

鹿児島県トラック協会では、会員事業者様の求人活動をサポートするため、ドライバー

求人情報サイトを開設しました。

本サイトでは自社 HP 又はハローワークで募集している求人情報をリンクすることがで

きます。

下記 URL より申込みできますので、会員の皆様は是非ご活用ください。

KTA運送

KTA物流

【求人情報の掲載手順】

1．ドライバー求人情報サイト（https://www.kta-job.com）へアクセスしてください。
※鹿児島県トラック協会ＨＰにもリンクを貼っています。

2．「求人掲載申込みフォーム」に必要事項を入力の上、送信してください。

3．送信完了後、協会事務局で申込み内容を確認した後、公開します。

4．公開後に求人情報の管理用アカウントをメールで送付します。
※�掲載内容の変更や求人掲載の終了は、提供した管理用アカウントでログインして操作を

行ってください。

注：自社HPもしくはハローワークインターネットサービスで求人を行っている

　　必要があります。（掲載サイトへリンクするため）

【問合せ】
公益社団鹿児島県トラック協会　総務企画課
TEL：099-261-1167
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社会保険労務士による労務相談の実施

最近の関係法令等の改正に伴う諸規程の見直しや労務問題等への対応等について会員の

皆様がいつでも相談をできる体制を当協会で整備し、社会保険労務士を相談員として、下

記の期間で労務相談を実施します。

会員の皆様の利便性を考慮し、電話、FAX 及びメールまたは社会保険労務士事務所への

訪問による相談が可能です。

労務相談を希望される会員様は、直接下記の電話または FAX 及びメールにてご連絡をお

願いします。なお、労務相談について、無料　 です。

注 1︰相談内容等によって、別途費用が必要となる場合については、事前協議します。

記

1．期　　　間	 平成 31年 4月 1日（月）〜令和2年 3月 31日（火）
		  　※ただし、日・祝日等委託先の休みの日を除く。

2．時　　　間	 8時 30分〜 17時 30分（労務相談）

3．委　託　先	 株式会社労務管理
	 （鹿児島市下荒田 1-41-8　ユーミーリンクビル 4F）

4．電話番号・FAX・メールアドレス
電 話 番 号　099-253-5190　　FAX　099-253-5103

メールアドレス　 soumusouken@po2.synapse.ne.jp

5．相談担当者	 石走啓一社会保険労務士
	 他、株式会社労務管理に在籍する社会保険労務士　　　

※ 1
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注意喚起シールを希望の方はお知らせください！

営業用トラックによる交通死亡事故が相次いで発生したことに伴い、ドライバーに
注意喚起を促す「注意喚起シール」を配布しましたが、追加で希望の方は労働・環境
課まで連絡してください。

【問合せ】
公益社団法人鹿児島県トラック協会　労働・環境課
TEL：099-261-1167

入退会紹介

入会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

令和1年10月31日 一 般
シモハナ物流株式会社 

鹿児島営業所 角　賢治 鹿 児 島 ・ 種
子 屋 久 支 部

普通車 7両

小型車

入　会

退会年月日 事業種別 事業者名 代表者名 所属支部 保有車両

令和1年1 0月2 3日 一 般
有限会社　孝伸運送�
国分営業所

安藤　伸五 霧 島 支 部
普通車

小型車

退　会
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平成 30 年（2018）12 月現在、当県における G マーク取得事業所数は 353 事業所であ

り、5 両未満を除く認定率は、31.8％です。

全国の認定率は 33．9％であり、全国平均に到達するためには、令和 2 年度（2020）に

40％を達成し、早期に認定率 50％に到達する必要があります。

このため支部・部会が主体的に目的意識を持って、具体的な取組みを行う必要があります。

説明会では、取得に必要なノウハウを具体的に説明しますので参加ください。

引き続き G マーク取得率アップを努力目標に掲げ、積極的に取り組んでいきましょう。

1．令和元年度（2019）は、認定率36％を目標に取り組みます。（5両未満を除く）

令和 3 年度（2021）以降 令和 6 年度（2024）までの 5 年間で認定率 50％を目指します。

※令和元年（2019）7 月現在事業所数 1,431 （5 両以上 1,113）

2．下記の事業者については、目標年度を設定して取得に努めることとしました。

① 協会本部役員の事業所	 ［令和元年度（2019）まで］

② 支部及び部会役員の事業所	 ［令和 2 年度（2020）まで］

③ 車両数 50 両以上の事業所	 ［令和 2 年度（2020）まで］

④ 支部取得率 平成 30 年度（2018）比 20％アップ	 ［令和 3 年度（2021）まで］

⑤ 部会取得目標

　　取得率 70％未満 令和元年度比 20％アップ 	 ［令和 3 年度（2021）まで］

　　取得率 70％以上 100％取得	 ［令和 3 年度（2021）まで］

タイトルＧマーク取得対策について

Gマーク
だより 
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3�．Ｇマーク取得率アップと安全意識の向上を目的とした説明会及び研修会を開催
します。 

①　安全性評価事業説明会
	 令和２年度 (2020) 申請に向けた説明会を地区毎に開催します。

②　随時説明会・個別相談
	 支部会、部会からの要請にお応えし実施します。お気軽にお知らせください。 

　　また取得希望事業者への個別相談に対応します。

③　加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）
	 毎月発行するトラック情報において案内します。

安全性評価事業説明会

R2
申
請
対
象

支部会、部会からの要請にお応えし
説 明 会 を 実 施 し ま す の で
お 気 軽 に お 知 ら せ く だ さ い

加点対象となる外部研修会（安全性取組の積極性５）

R2
申
請
対
象

12
貨物自動車ドライバー等安全運転研修

（〜 2 月）

ドライビングアカデミー ONGA

マジオドライバーズスクール鹿児島校

空港自動車学校

ドライビングアカデミー MIYUKI　他

1

2

3

※日程等決まり次第、毎月発行するトラック情報において案内します。 

Gマーク
だより 
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4．Ｇマークの取得推進について
（ H30.10.30 適正化事業対策委員会発議  H30.11.30 理事会承認 ）

1．支部会員・部会員の、G マーク取得への取り組みを積極的に進める

2．�支部・部会の役員の全員が、令和元年度（2019）から令和 2 年度（2020）までに
取得する

3．�トラック協会事務局としても、引き続き支部及び部会の G マーク取得については、積
極的に支援する

※	 以上について、各支部・部会において取り組むこととしました。

Ｇマーク取得事業者の巡回指導評価は、未取得事業者と比較してＡ／Ｂ評価が
ほとんどを占めています。 
Ｇマークを取得することによって、安全で適正な事業運営が図られます。 

Gマーク
だより 
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○国土交通省が推進する「安全性優良事業所」の認定制度です。

○Gマーク事業所の事故割合は未取得事業所に比べて半分以下です。

○安全性の高いトラック運送事業者を選ぶための目安になります。

安全性優良事業所に係るインセンティブ付与 

国土交通省

 違反点数の消去
通常、3 年間となっている違反点数の付与期間について、違
反点数与後 2 年間違反点数の付与がない場合、当該違反点数
が消去されます。

IT 点呼の導入
対面点呼に代えて、国土交通大臣が定める設置型又は携帯型
のカメラを有する機器による営業所間等での点呼が可能とな
ります。

点呼の優遇
2 地点間を定時で運行する形態の場合の他営業所における点
呼、同一敷地内に所在するグループ企業間における点呼が承
認されます。

補助条件の緩和 CNG トラック等に対する補助について、新車のみの導入に
係る最低台数要件が 1 台に緩和（通常 3 台）されます。

安全性優良事業所
表彰

安全性優良事業所のうち、連続して 10 年以上取得している
など、さらに一定の高いレベルにある事業所が表彰されます。

基準緩和自動車の
有効期間の延長

基準緩和自動車が適切に運行されている場合、緩和の継続認
定において、有効期間が最長 4 年間まで延長（通常 2 年間）
されます。

全日本トラック
協会 助成の優遇

都道府県トラック協会の会員事業者に対する助成事業につい
て、予算の範囲内で次の優遇措置が受けられます。
　①ドライバー等安全教育訓練促進助成制度
　　特別研修への受講料助成金の増額（通常 7 割⇒ 全額助成）
　②安全装置等導入促進助成事業

IT 機器を活用した遠隔地で行う点呼に使用する携帯型ア
ルコール検知器への 1 台につき、2 分の 1、上限 2 万円
の助成

　③経営診断受診促進助成事業
　　・経営診断助成金の増額（通常 8 万円⇒ 10 万円）
　　・経営改善相談助成金の増額（通常 2 万円⇒ 3 万円）

損保会社  保険料の割引 損害保険会社の一部企業では、運送保険等において独自の保
険料割引を適用しています。

 

安全への取り組みを見える化！
Gマークを取得しましょう！

Gマーク
だより 
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G マーク認定事業者（所）に対する助成事業 （優遇措置）  ［県ト協］

（3万4, 600円)

Gマーク
だより 
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G マーク取得事業者の声

取得理由
●�運送事業者は公道で仕事をしているので、他事より以上安全性（Gマーク）を優先
すべき。
●社内的に取得を進めているため。

取得したことによる効果・メリット
社員教育の充実、意識の向上
●�講習や研修に自主的に参加するようになり、安全に対して「学ぶ」という姿勢が管
理者に生まれた。
●�認定審査を事業所毎に実施しているため、安全に対する認識が各事業所の担当者ま
で浸透している。
●従業員への指導教育など、内容を充実させることができた。
●自社の安全に対する取組みを客観的に評価できるようになった。
●関係書類の整備、輸送品質の向上につながっている。

ドライバーの意識向上
●交通事故、交通違反が減少した。
●社員の運転、荷扱が良くなった。
●�車両の手入れを良くするようになり、車への愛着が出てきて事故の抑制となっている。
●�乗務員の安全に対する意識向上が高まり、連続運転や休息時間確保の徹底ができた。
●Gマークステッカ一を貼ることによる運転者の安全運転意識の向上が図られた。

荷主へのアピール
●顧客、消費者に対して会社の安全、安心を目で見てわかるようにアピールできた。
●�運行管理に対する意識の向上が事故の削減につながり、お客様に求められる高品質
な物流が提案できるようになった。
●一部荷主から取得の有無を尋ねられ、取得していることで契約成立した。

経費の削減、優遇措置
●保険料の割引、助成金等の申請について、優遇措置がありメリットを感じた。
●安全運転研修・講習会に参加時の費用助成があるため、経費削減になっている。
●修理費が減少し、車両経費が節減された。燃費も改善した。
● IT点呼が導入できるようになった。

Gマーク
だより 
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平成25年度
安全性評価事業(Gマーク)事前説明会のご案内

適正化だより
令和元年（10月）巡回指導結果

巡回指導評価別結果 (R1.10)

44 件

14
52
25
7
0
2

%

%

%

%

%

%

A
B
C
D
E
特巡

% % % %

Ⅰ．事業計画等
Ⅱ．帳票類の整備等
Ⅲ．運行管理等
Ⅳ．車両管理等
Ⅴ．労基法等

Ⅵ．法定福利費
Ⅶ．運輸安全マネジメント

指導区分別(否)比率 (R1.10)
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4.7％

14.0％

巡回指導結果では、B 評価（適の割合：80％以上）が 52％、C 評価（適の割合：70％以上）がそれぞれ 25％でした。

指導評価区分では「Ⅶ．運輸安全マネジメント」が14.0％、「Ⅲ．運行管理等」が15.3％の指摘率でした。

否の割合の高い指導項目は、
　運輸安全マネジメント・・・「安全に関する方針が未設定」等
　運行管理等・・・・・・・・「高齢運転者全て教育未実施」等

高齢運転者に対する特別な指導
・65 歳以上である運転者（以下高齢運転者）に対しては、65 歳に達した日以後 1 年以内に 1 回高齢運

転者のための適齢診断を受診させてください。その後、3 年以内ごとに 1 回受診させてください。

・適性診断の結果を踏まえ、個々の運転者の加齢に伴う身体機能の変化の程度に応じた安全運転方法等に
ついて運転者が自ら考えるよう指導してください。

・高齢運転者に対する指導は、適性診断の結果が判明した後 1 カ月以内に実施してください。

その他不明な点等ありましたら、トラック協会適正化事業課まで気軽に連絡してください。
公益社団法人鹿児島県トラック協会　適正化事業課　TEL：099-210-9498

Gマーク
だより 
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより
タイトル支部・部会開催状況

月　日 行事名 場　所

11 月 1 日（金） 令和元年度第 3 回薩摩北支部定例会及び労働
安全セミナー ABC パレス（阿久根市）

11 月 12 日（火） 鹿児島南支部傘下地域支部合同ゴルフコンペ 蒲生カントリークラブ（姶良市）

11 月 14 日（木） 令和元年度第 2 回薩摩南支部役員会 梅の花鹿児島店（鹿児島市）

11 月 14 日（木） トラック北部会ゴルフコンペ 島津ゴルフ倶楽部（鹿児島市）

11 月 15 日（金） 令和元年度薩摩中央支部労働安全セミナー 川内ホテル（薩摩川内市）

11 月 15 日（金） 霧島支部ゴルフコンペ 鹿児島国際ゴルフ倶楽部（姶良市）

11 月 19 日（火）トラック鹿児島中央支部会定例会・健康セミナー 南洲館（鹿児島市）

11 月 27 日（水） トラック西支部会定例会 ホテル・レクストン鹿児島（鹿児島市）

11 月 30 日（土） いちき串木野市車友会定例会及び労働安全セミ
ナー

ホテルアクシア串木野
（いちき串木野市）

月　日 行事名 場　所

11 月 1 日（金） 令和元年度第 2 回九州ブロック食料品部会 福岡県トラック総合会館（福岡県）

11 月 2 日（土） 令和元年度港湾部会・米穀部会合同労働安全セミ
ナー

ホテル・レクストン鹿児島
（鹿児島市）

11 月 8 日（金） 令和元年度第 2 回セフティ会安全研修会 鹿児島高牧カントリークラブ
（姶良市）

11 月 8 日（金） ダンプ部会要望活動（姶良地区） 霧島市他

11 月 11 日（月） 令和元年度第 2 回（公社）全日本トラック協会青
年部会全国代表者協議会研修会・交流会

全日本トラック協会
（東京都）

11 月 15 日（金） 第 25 回南九州四県合同木材輸送部会「大分大会」 別府亀の井ホテル（大分県）

11 月 15 日（金） 令和元年度九州ブロック女性協議会九州ブロック研修会 オリエンタルホテル福岡博
多ステーション（福岡市）

11 月 16 日（土） 令和元年度第 2 回引越輸送部会定例会 城山ホテル鹿児島（鹿児島市）

11 月 19 日（火） 九州四県合同セメント部会 ロワジールホテル那覇（沖縄県）

11 月 19 日（火） ダンプ部会要望活動（北薩地区） 薩摩川内市他

11 月 20 日（水） 令和元年度食料品部会荷主セミナー ホテルパレスイン鹿児島（鹿
児島市）

11 月 20 日（水） 飼料・畜産輸送部会宮崎・鹿児島合同部会 宮崎観光ホテル（宮崎県）

11 月 28 日（木） 令和元年度タンク部会とセメント部会合同労働安
全セミナー及び第 2 回定例会 NC サンプラザ（鹿児島市）

11 月 29 日（金） 令和元年度（公社）全日本トラック協会青年部会
四国ブロック大会

ホテルパールガーデン
（香川県）

11 月 29 日（金） 令和元年度ダンプ部会（南薩地区）定例会及び安
全性評価事業に関する説明会 竹屋（南さつま市）

支　部

部　会
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B R A N C H  A N D  G R O U P  R E P O R T

支部・部会だより

会員の声

令和元年度第3回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー
事故防止に対する意識がさらに高まりました。また、懇親会では会員との交流ができ、
有意義な時間となりました。

令和元年度第 3 回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー
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資料データ資料データ
平成27年度（５月）巡回指導結果過積載違反状況　令和元年10月分　　　

資料:鹿児島県警察本部

過積載取締り状況(件数)
年     

月 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 累計
H30 1 2 2 6 7 2 2 1 2 5 0 0 30
H31 4 0 0 3 2 0 1 1 6 8 0 0 25

鹿児島県トラック協会に寄せられた主な苦情内容  （令和元年10月）

◉ �車庫ではないところに夜間車両を駐めている。
◉ �急な割り込みをされ、不要なクラクションを鳴らされ蛇行運転をしながらもの凄いスピードで走っていった。
◉ �法定速度を大幅に上回り走行していた。

10

5

15

20

25

2

4

6

8 【積載物・違反取締状況】

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■そ の 他 1 0 0 2 0 0 1 2 3
■産業廃棄物 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■その他農産物 0 1 0 0 0 0 0 1 1
■機 械 類 0 0 0 0 0 1 0 1 1
■コンクリート製品 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■木　　材 0 3 1 2 1 2 2 7 9
■砕　　石 0 0 0 1 0 0 0 1 1
■残　　土 0 2 0 1 0 0 0 3 3
■　 砂 0 1 0 1 0 0 0 2 2
■砂　　利 0 0 0 3 0 0 0 3 3

合　計 1 7 1 12 1 3 3 22 25

営業用 自家用 営業用 自家用 営業用 自家用 営業用
合計

自家用
合計

営／自
合計５割未満 ５割以上 10割未満 10 割以上

■産業廃棄物 1 0 1 1
■その他農産物 1 0 1 1
■機 械 類 1 0 1 1
■木　　材 1 1 1 1 2
■砕　　石 1 0 1 1
■残　　土 1 0 1 1
■砂　　利 1 0 1 1

合　計 0 3 1 3 0 1 1 7 8

【積載物・違反取締状況（H31.1 ～ R 元 .10）】

5 割未満が 3 件、5 割以上 10 割未満の違反が 4 件、10 割以上の違反が 1 件ありました。
現場応急措置は 0 件、通行指示書の交付は 8 件でした。
※現場応急措置とは、違反現場において積み荷の取り降ろしをさせた場合
※通行指示書交付とは、違反現場から目的地までの通行方法について指示をした場合
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平成25年度
安全性評価事業(Gマーク)事前説明会のご案内

適正化だより資料データ資料データ
平成27年度（５月）巡回指導結果平成27年度（５月）巡回指導結果鹿児島県内における交通事故の発生状況

２　地域別・事故形態別の交通事故発生状況

１　令和元年10月末現在の交通事故発生状況

発生件数 死者数 傷者数
令 和 元 年 3902 46 4528
平成 30 年 4804 49 5632

増 減 － 902 －３ － 1104

発生件数 死者数 傷者数
令 和 元 年 85 ４ 104
平成 30 年 102 ２ 119

増 減 － 17 ＋２ － 15

県内の交通事故状況

※発生件数、死者数、負傷者数ともに減少！ ※追突、交差点、歩行者事故が約７割と急増中！

営業用貨物自動車の交通事故状況

0 450 900 1350 1800

0 2 4 6 8 10 12 14 16
0 2000 4000 6000 8000 10000 12000 14000

44
142
95
78
164

1762、38.9％
1050、23.2％

42
96
298

54
395

158
16
16
80
38

2
17

1
2

8
3
4

1
6

2

15

3

9

7

9

0

2

1

14

8

2

5

11

2

7

0

1751

228

450

767

536

35

110

25

13961
2037

3637

4696

3929

668

1317

480

359 3861 308

事故類型別発生件数

ブロック別死者数状況

事故類型別死者数

元年

路上通行中
横断歩道横断
その他横断

その他
正面衝突

追突
出会い頭
追越追抜時

左折時
右折時

すれ違い時
その他

工作物衝突
駐車車両衝突

路外逸脱
転倒

その他

鹿　児　島

南　　　薩

北　　　薩

姶良・伊佐

曽於・肝属

熊　　　毛

大　　　島

高 速 道 路

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

30年

路上通行中
路上横断中
路上作業中
路上停止中
路上横臥
その他
正面衝突
追突

出会い頭
追越追抜時
左折時
右折時
その他

工作物衝突
駐車車両衝突
路外逸脱
転倒
その他

人
対
車
両

車
両
相
互

車
両
単
独

ブロック（警察署管轄）別人身・物損事故発生状況

鹿児島

南薩

北薩

伊佐・姶良

曽於・肝属

熊毛

大島

高速道路

（鹿児島ブロックとは、鹿児島市内３警察署、日置警察署）
物損事故
人身事故
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資料データ資料データ
軽油価格調査報告

（令和元年9月分　資料:全日本トラック協会）

●単純集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

105.06 95.02 101.83 

●元売別集計表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
元売名 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

J X 日 鉱 日 石 106.18 93.78 103.66 

出 光 103.38 95.06 105.06 

昭 和 シ ェ ル 105.79 95.42 101.00 

エクソンモービル

キ グ ナ ス

コ ス モ 107.00 90.63 98.08 

そ の 他 103.82 97.86 100.95 

●月間購入量別集計表　
月額購入量 スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30キロリットル未満 105.63 94.18 102.12 

30～50キロリットル未満 100.35 98.32 96.30 

50～100キロリットル未満 93.35 

100キロリットル以上 103.00 

●支払期限別集計表　
スタンド平均 ローリー平均 カード平均

30日未満 104.28 95.72 99.39 

30～60日未満 106.00 95.36 102.10 

60日以上 104.41 94.03 110.10 

●軽油価格推移表　

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

地区:九州/県（沖縄除）: 全県

※上記価格には消費税が含まれておりません。

95

100

105

110

115

令和元年 9 月令和元年 8 月令和元年 7 月令和元年 6 月令和元年 5 月平成 31 年 4 月

スタンド平均 ローリー平均 カード平均

101.78 102.63 

97.74

 96.95 
95.41

 

95.02 

107.25 
109.38

 
104.51

 

103.87

 

101.78

 

101.83 

110.46 111.24 

106.57

 

107.61

 

107.58

 

105.06
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資料データ資料データ 令和元年11月
協会の動き

◆ 11 月 1 日（金） ● 県の財政的援助等に係る委員監査
● 第 2 回九州ブロック食料品部会
● 第 3 回薩摩北支部定例会及び労働安全セミナー

◆ 11 月 2 日（土） ● 港湾部会・米穀部会合同労働安全セミナー
◆ 11 月 5 日（火） ● 適正化事業指導員全国研修「特別研修」（〜 6 日）

● 物流出前授業（薩摩川内市立可愛小学校）
◆ 11 月 6 日（水） ● 暴力団離脱者社会復帰協議会（定例会）

● 第 41 回九州地区物流政策懇談会
◆ 11 月 7 日（木） ● 陸災防第 55 回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会

● 第 71 回中小企業団体中央会全国大会
◆ 11 月 8 日（金） ● ダンプ要望活動（姶良地区）

● 第 2 回セフティ会安全研修会
◆ 11 月 9 日（土） ● 第 15 回ベストエコドライブ・コンテスト
◆ 11 月 11 日（月）● 令和元年分給与所得の年末調整等説明会

● 第 2 回（公社）全日本トラック協会青年部会全国代表者協議会研修会・交流会
● 四国・九州・中国ブロック各県専務理事業務連絡会議
● 公明党政策要望懇談会

◆ 11 月 12 日（火）● 適性診断（初任・適齢）（大隅地区）
● 鹿児島南支部傘下地域支部合同ゴルフコンペ
● 環境出前講座（志布志市立松山小学校）
● 社会保険事務基礎講座
● 農畜産物流通研修会

◆ 11 月 13 日（水）● 監事連絡調整会議
● 中間監査

◆ 11 月 14 日（木）● 第 4 回正副会長会
● 第 3 回正副会長会及び第 4 回総務委員会合同会議
● 健康起因事故防止・過労死防止等セミナー（北薩）
● 第 2 回薩摩南支部役員会

◆ 11 月 15 日（金）● 健康起因事故防止・過労死防止等セミナー（鹿児島）
● 整備管理者「選任後」研修（全事業者）
● 第 25 回南九州四県合同木材輸送部会「大分大会」
● 九州ブロック女性協議会九州ブロック研修会
● 薩摩中央支部労働安全セミナー

◆ 11 月 16 日（土）● 第 2 回引越輸送部会定例会
◆ 11 月 18 日（月）●「長時間労働削減を始めとする働き方の見直しに向けた取組」に関する協力要請

● 安全性評価事業申請に向けた説明会（鹿児島）
● 第 2 回九州ブロック専務理事業務連絡会議
● 九州トラック協会第 2 回理事会

◆ 11 月 19 日（火）● 鹿児島南地区安全運転管理協議会事業主研修会
● 安全性評価事業申請に向けた説明会（大隅）
● 安全性評価事業申請に向けた説明会（北薩）
● 九州四県合同セメント部会

◆ 11 月 20 日（水）● 整備管理者「選任後」研修（バス・タクシー）
● 第 3 回中央会理事会
● 商工中金協力会講演会
● 飼料・畜産輸送部会 宮崎・鹿児島合同部会
● 食料品部会荷主セミナー

◆ 11 月 21 日（木）● 全ト協第 5 回過労死等防止計画フォローアップ WG
● 第 40 回交通安全母の会鹿児島県大会

◆ 11 月 22 日（金）● 陸災防第 3 回理事会
● 第 4 回理事会

◆ 11 月 25 日（月）● 鹿児島市広告抽選会
● 自動車運転者時間管理等指導員訪問

◆ 11 月 26 日（火）● 第 3 回人財・広報特別委員会
● 合同就職説明会事前説明会
● 物流出前授業（鹿児島市立本名小学校）

◆ 11 月 27 日（水）● 九州・沖縄ブロック適正化事業指導員合同研修会（〜 28 日）
◆ 11 月 28 日（木）● 緊急物資輸送担当者研修（〜 29 日）

● 年末年始の輸送等に関する安全総点年末年始のに向けた打合せ
● タンク部会とセメント部会合同労働安全セミナー及び第 2 回定例会

◆ 11 月 29 日（金）●（公社）全日本トラック協会青年部会四国ブロック大会
● 適正化事業幹事会
● ダンプ部会 ( 南薩地区 ) 定例会及び安全性評価事業に関する説明会
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協会の行事予定

令和元年12月

◆ 12 月 2 日（月）● 改善基準告示見直しに向けた実態調査（事業者ヒアリング）事前打合せ

◆ 12 月 3 日（火）● トラビジョン 21 委員会及び物流効率化委員会合同会議

◆ 12 月 4 日（水）● 第 48 回引越部会

◆ 12 月 5 日（木）● 九州各県トラック協会事務局長及び担当者会議（〜 6 日）

● 全ト協第 183 回理事会・全ト政連冬季懇親パーティー

◆ 12 月 6 日（金）● 鹿児島県高速道路交通安全協議会理事会

◆ 12 月 7 日（土）● 大隅北支部労働安全セミナー

◆ 12 月 10 日（火）● 改善基準告示見直しに向けた実態調査（事業者ヒアリング）

◆ 12 月 11 日（水）● 女性部会アンガーマネジメント講習会

● 第 2 回環境部会定例会及び労働安全セミナー

● 第 2 回重量部会定例会

◆ 12 月 12 日（木）● 中央会青年部会青年部講習会

● ダンプ部会定例会（鹿児島地区）及び荷主セミナー

◆ 12 月 13 日（金）● 第 3 回霧島支部役員会

● 第 10 回トラック輸送における取引環境・労働時間改善鹿児島地方協議会

● 青運会定例会及びトラックの日反省会

◆ 12 月 16 日（月）● 腰痛予防対策講習会

◆ 12 月 18 日（水）● 全ト協タンクトラック・高圧ガス部会各都道府県部会長会議

◆ 12 月 19 日（木）● 鹿児島県・宮崎県・沖縄県適正化事業指導員合同研修会（〜 20 日）

● 社会保険事務基礎講座

◆ 12 月 27 日（金）● 仕事納め
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鹿児島県トラック協会年間行事予定表
行事予定だより（令和元年〜令和2年）

開催月 開催日 行事名 開催場所

令和元年

12月

11 日（水） アンガーマネジメント講習会 鹿児島県トラック研修センター

令和 2年

1月

9 日（木） 整備管理者「選任後」研修 鹿児島県トラック研修センター

15 日（水） 整備管理者「選任前」研修 鹿児島県トラック研修センター

18 日（土） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） 宮崎県トラック協会

21日（火）〜23日（木） 運行管理者等基礎講習（NASVA） 鹿児島市町村自治会館

25 日（土） 運行管理者等一般講習（みゆき学園） 鹿児島県トラック研修センター

27日（月）〜29日（水） 運行管理者等基礎講習（みゆき学園） 警友自動車学校

2月

3 日（月） 県ト協主催時事講演会 鹿児島市民文化ホール

13日（木） 運行管理者等一般講習（NASVA） 川内文化ホール

20日（木） 整備管理者「選任後」研修 鹿児島市民文化ホール

24 日（月） トラック運送業界への合同就職説明会 かごしま県民交流センター

未定 リーダー研修会 鹿児島県トラック研修センター

3月

1 日（日） 第 2 回運行管理者試験 鹿児島市

61



Land Transportation Safety & Health Association

陸災防情報陸災防情報

　　　　　　　　　　　　　

陸上貨物運送事業の労働災害の 70％は、トラックの荷台等からの墜落・転落等の荷役作業中
に発生しています。さらにその 70％は荷主等（荷主、配送先、元請事業者等）の事業場で発生
しています。このため、厚生労働省では平成 25 年 3 月に「陸上貨物運送事業における荷役作業
の安全対策ガイドライン」を策定し、陸運事業者の実施事項、荷主等の実施事項を示しました。
本年度は、この荷役ガイドラインに示された「荷役災害防止の担当者に対する安全衛生教育（荷
主等向け）」を全国 47 か所で開催していますが、鹿児島県では下記日程により行います。

この講習会は、荷役ガイドラインの教育カリキュラムに基づいて実施されるもので、荷主等の
自社の労働者の労働災害防止対策にも参考となる墜落・転落災害、フォークリフト、クレーン、ロー
ルボックスパレット等による災害防止に関する内容も含まれています。荷主等の企業の皆様には
積極的なご参加をお待ちしています。講習会の空き状況は陸災防本部のホームページにより確認
してください。

〜講習会の主な内容〜
1　開催日時　令和2年 1月 17日（金）　13時 00分　〜　17時 00分

2　開催場所　鹿児島サンロイヤルホテル（住所：鹿児島市与次郎 1 丁目 8 － 10）

3　講習会の内容
（1）　荷役作業における労働災害の現状と荷主等に求められる役割（鹿児島労働局担当官）
（2）　荷役災害防止担当者教育（陸災防安全管理士）
（3）　質疑応答
（4）　アンケート記入

4　定員　50 名（先着順です。）

5　参加費及びテキスト代　無料

6　参加申込み
下記参加申込書に記入し、陸災防鹿児島県支部まで
FAXで申込みください。（お問合せ先：099-284-6217）
なお、受講票等は送付しません。

7　修了したことを証する書面
本講習会を受講された方には、修了したことを証する書面を渡しします。

陸災防鹿児島県支部　FAX：099-261-3113

荷主等の事業場の担当者への安全衛生教育講習会参加申込書

参加者氏名

事 業 場 名 （業種：　　　　　　　）

住 所
電 話 番 号
ご担当者氏名

〒

TEL　　　　　　　　　　　　　　　ご担当者

参加申込書に記入いただいた情報は、本説明会以外に使用しません。

【厚生労働省補助事業】荷役ガイドラインに基づく
荷主等の事業場の担当者への安全衛生教育講習会の案内
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●趣旨（抜粋）
陸災防においては、昨年度「陸上貨物運送事業労働災害防止計画」（計画期間 2018

年度〜 2022 年度）を策定し、積極的な安全衛生活動を展関しているところである。本
年（9 月末現在速報値）の労働災害発生状況は、次のとおり死傷災害は減少しているも
のの、死亡災害が増加している。

①　死亡災害は、60 人（前年同期比＋ 3 人、＋ 5.3％）と増加
②　死傷災害は 10,043 人（前年同期 -275 人、-2.7％）と減少
特に、死傷災害では、墜落・転落、転倒、動作の反動・無理な動作（腰痛）、はさまれ・

巻き込まれ等による荷役作業中災害が多発しており、荷役災害の防止に、より一層強力
に取り組む必要がある。

荷役運搬関係の作業における労働災害防止対策に関しては、平成 25 年 3 月に厚生労
働省が示した「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」（以下、「荷
役ガイドライン」という。）を踏まえ、トラック荷台での積荷の安全・適切な固定・固縛
研修会及び荷役災害防止の担当者に対する安全衛生教育の実施、荷主等と陸運事業者と
の連携・橋梁促進協議会の開催、荷主等に対する安全診断・改善指導の実施等により、
荷役関連災害の防止に取り組んでいるところであり、その着実な実施が重要である。

また、陸運業においては長時間労働による過労死等が問題となっており、これを予防
するため、健康診断及びその事後措置の徹底等積極的取組、ストレスチェックの実施と
その結果に基づくメンタルヘルス対策の推進、腰痛減少への取組を一層推進する必要が
ある。

●会員事業場の実施事項
イ　経営トップは、労働災害防止のための所信を明らかにするとともに、自らが職場の

安全パトロール等を行い、労働災害防止について従業員への呼びかけを行う。

ロ　安全管理者、安全衛生推進者等は、本運動期間中「職場の安全衛生自主点検表」（次
ページ）により職場の安全衛生点検を行う。

ハ　安全旗の掲揚、安全ポスター・のぼり等の掲示を行う。

ニ　「荷役ガイドライン」に基づき、荷主等の協力を得て積卸し作業の内容の確認・把握
を行い、荷役作業に伴う安全上の確認事項をあらかじめ運転手に提供できるように、
荷主等との「運送契約時に必要な連絡調整に係る事項」の文書による取決めや「安全
作業連絡書」の活用を図る。

令和元年度年末・年始労働災害防止強調運動

陸上貨物運送事業労働災害防止協会スローガン

《受ける健診無駄にせず　今から見直す生活習慣》
【実施期間：令和元年12月1日〜令和2年1月31日】
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職場の安全衛生自主点検表（共通）
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日　時：令和元年 11 月 7 日（木）　　
場　所：大津市民会館（滋賀県大津市）
参加者：約 800 名

■講演
「最近の労働安全衛生行政の動向」
　　厚生労働省 労働基準局 安全衛生部長　村山　誠　氏

■事例発表
「わが社の安全活動〜風土改革〜」
　　センコー株式会社 京滋主管支店　業務改善担当　課長　芳賀　芳明　氏

■特別講演
「枠を破る」
　　山千院門跡　門主　堀澤　祖門　師

優良フォークリフト等運転者表彰に、鹿児島県支部からは下記の方々が受賞されました。
◆優良フォークリフト等運転者表彰◆

上村　広幸（南九州センコー株式会社　鹿児島営業所）
冨山　智弘（セイコー運輸株式会社　SLC 営業所）
中田　光則（日本通運株式会社　鹿児島支店　鹿児島新港事業所　奄美大島営業所）
若松　孝一（日本通運株式会社　鹿児島支店　鹿児島新港事業所）

日　時：令和元年 11 月 22 日
場　所：ホテルレクストン鹿児島
参加者：5 名

理事 4 名、監事 1 名が出席し、下記事項に
ついて協議・報告しました。

（議　題）
・令和元年度事業経過報告について
・未加入者への入会要請について

（報告・連絡事項）
・会員の入退会について
・第 34 回全国フォークリフト運転競技大会結果について
・令和元年度優良フォークリフト等運転者表彰について

上記事項は全て出席理事全員一致で承認されました。

第55回全国陸上貨物運送事業労働災害防止大会

令和元年度第３回陸災防鹿児島県支部理事会
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文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。
文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。文章が入ります。

タイトル
　　　　　　　　　　　　　

県内の死傷災害形態別発生状況（2019年累計）

鹿児島県内における労働災害の発生状況

陸上貨物運送事業月別死傷災害発生状況（2019年10月分）

過去5年間平均2019年 2018年
（平成29年まで）
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10月は前年同期に比べ減少。
死傷災害ゼロを目指しましょう！

県内業種別死傷災害発生状況（2019年 10月分）
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陸上貨物運送事業では、墜落・転落が最も多い！
激突も増加傾向です。気を付けましょう！
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かごしまトラック情報に関するご意見
本誌に関する会員の皆様の御意見をお寄せください。
本ページに記載して、FAX で送付してください。

FAX でのご提出：099-261-1169
メールでのご提出：kentora@kta.jp（HP よりダウンロード）

１．広報誌はどなたが読まれていますか？（複数選択可）

□ 経営者　□ 管理者　□ 一般事務職　□ ドライバー　□ その他（　　　　　  ）

２．広報誌でよく読む記事は何ですか？（複数選択可）

□ 先月の行事　□ セミナー・研修会案内　□ 助成金案内　□ Gマーク関係

□ 運送事業に関する法令の改正や制度のお知らせ

□ 国や行政機関・全ト協からのお知らせ　□ 交通規制に関する情報

□ 近代化基金融資　□ 年間行事予定　□ 陸災防情報　□ その他（　　　 　　 ）

３．今後広報誌で掲載してほしい内容はありますか？

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

４．広報誌で改善してほしい点はありますか？　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

５．その他、ご意見・ご要望があればご記入ください。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



～協会からのメッセージ～

船は港、列車は駅、飛行機も空港という「場所」に
運ぶことはできるでしょう。しかしトラックは、「ひ
と」に届ける事ができる、唯一の存在なのです。運
ぶことと届けることは、似ているようで少しちが
う。あなたという人に届けるために困難を乗り越
えてがんばっている。それがトラックです。

トラックは、あなた。
あなたという人に届けるために

がんばっている、
それがトラックです。

●ご回覧をお願いします。

発　行／公益社団法人 鹿児島県トラック協会
　　　　鹿児島市谷山港二丁目4-15

　　　　〒891-0131

　　　　☎099-261-1167
U R L ／ http://www.kta.jp
E-mail ／ kentora@kta.jp
印　刷／渕上印刷株式会社

主　な　内　容

http://www.kta.jp
〒891-0131 鹿児島市谷山港二丁目4-15 ☎099-261-1167  E-mail / kentora@kta.jp

Kagoshima truck information

お知らせ掲示板
令和元年１１月１日から、一般（特定）貨物自

動車運送事業に関する各種申請・届出の審
査基準が変わります。 など

情報ボックス
アンガーマネジメント講習会のご案内
令和元年度物流セミナーの案内
 など

巻頭
第15回ベストエコドライブ・コンテストを開催！

TOPICS
令和元年度第4回理事会
令和元年度第4回正副会長会
令和元年度第5回正副会長会及び第4回総務委

員会合同会議
令和元年度第3回人財・広報特別委員会 など

「トラックホテルで日本一周」 令和元年度「夢のあるトラック」絵画コンクール　4年生部門最優秀賞　鹿児島市立伊敷小学校 東 晃大さん


